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國
土
計
畫
は
ー
國
土
の
地
方
的
綱
制
に
外
な
ら
ぬ
。
其
れ
故

•

國

土

針

畫

論

に

あ

っ「

地
方」

觀
念
と「

地
方
計
畫」

と
が
可
な
り

.

笟
要
な
課
題
と
し
て
登
場
し
て
來
.
る
。
そ
こ
で
私
ば
一
地
方
又
は
各
地
方
が
ど
.の
や
ぅ
に
一
國
土
又
は
經
濟
の
全
縞
欣
內
に
組
み
入
れ

.
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‘ら
れ
る
も
の
で
あ

.る
か
を
玆
に
考
へ
て
見
た
い
と
思
ふ
。

•
最
名
簡
單
に
考
へ
る
な
ら
ば
一
地
方
叉
は
各
地
方
は
各
々
其
の
特
質
に
據
っ
て
全
國
：

g

に
編
成
せ
ら
れ
る
窖
で
あ
る
。
北
海
道
地
方 

■
に
は
其
の
地
方
獨
特
の
特
質
が
あ
り
、
そ
れ
を
以
っ
て
日
本
經
濟
の
全
國
的
鋦
制
に
參
加
し
て
來
る
。
.
朝
鮮
及
び
竅
灣
も
亦
、
然
か
り 

■

で
あ
I

。2

地
の
諸
地
方
、
之
れ
と
行
方
を
異
に
す
f

Q

で
は
無
ぃ
。
併
し
f

に

再

考

基

す

、i

が
I

。
其
れ
は
是
等
各
. 

地
•方
の
特
質
が
決
し
て
其
の
編
成
過
程
に
.於
い
て
絕
對
的
の
も
の
で
無
い
と
一K

ふ
點
で
，あ
る
。
令
假
り
に
此
の
特
質
を
廣
い
意
味
で
の

'
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■

■
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.
,
資
源
と
考
へ
ょ
ぅ
。
‘す
る
と
マ
地
方
又
.は
各
地
方
の
，資
源
の
意
味
は
決
し

-1
:
絕
對
的
で
は
無
い
と
云
ひ
.乾
い
。
.

一
兀
來
、「

地
方」

な
る
觀
念
は「

牵
國」

な
る
觀
念
に
對
し
で
，の
.み
は
‘じ
め
て
考
へ
得
る
も
の
で
あ
っ
て•

東
，北
地
方
と
一K

ふ
時
、
日
^ '

へ，國
土 W

地
方
の
-即
題 

-

■ 
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Ĵ
:
地
或
ひ
は
全
日
本
の「

釜
國」

的
意
味
.に
關
係
せ
し
め
で
東
北
地
方
と
考
へ
ら
れ
，る
の

で
あ

る

。

地
方
は
何
處
ま
で
も
部
分
酈
念
で
あ 

つ
て
此
の
意
味
で
ゆ「

中
央」

な
る
部
分
觀
念
に
對
應
す
る
も
の
で
あ
る
、。
故
に
地
方
資
源
と
い
ひ

'、
地
方
經
濟
と
い
ふ
.場
合
，
い
づ
れ 

も
杂
國
、
全
土
の
經
濟
體
制
に
規
定
せ
ら
れ
て
來
て
の
觀
念
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
換
言
‘す
れ
ば
其
れ
は一

つ
の
社
會
•
經
濟
的
な
歷 

史
的
意
味
に
於
い
て
の
.資
源
で
■あ
り
、
經
濟
で
あ
る
。
故
に
一
國
土
は
常
に
全
國
的必

要
, ；；

之
れ
が
中
央
の
要
望
と
な
つ
て
現
は
れ
る〕 

の
要
請
に
對
し
て
應
へ
る
各
地
方
の
持
つ
特
質
に
就
い
‘て
是
等
諸
地
方
を
二
定
の
.型
に
編
制
す
る
‘と
い
ふ
形
態
で
現
は
作
て
來
る
。

此
の
考
方
は
今
日
盛
ん
に
灵
は
れ
る
國
土
計
畫
の
理
論
及

'び
計
畫
に
就
い
そ
は
相
當
重
要
な
點
だ
と
.思
は
れ
る
。
何
故
か
と
茇
へ
.ば
、 

獄

3
ー
の
考
灰
が
^
1>
て
、
^
日
^
國
土
記
畫
^:
^:
に
斷
地
：龙
が
：編
制
：せ
本
る

時̂
ぃ
：當 

が
要
望
す
る
方
向
‘に
應
'へ
て
地
方
資
源
又
は
地
方
經
濟
の
‘特
質
が
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

.

ぺ
詆
■

に
國
出
| 1
*

-

畫
め
：俯
向
に
就
き_

發
的
國
免
評|

^

獄
播
成
的
國
出
針
畫'

と
い̂

*

結
び
つ
け
ょ
ぅ
と
す
る
。
湖
發
、
：踩
に
特
殊
な
■る
地
方
開
發
を
目
標
と
す
る
が
如
き
國
土
計
畫
に
在
り
て
は
、
各
地
方
が
其
の
有
す
る
. 

特
殊
資
源
.

0

荃

を

に

就

い

：
て

_

れ

に_

じ
:'
±

:-
5

と
*

%

ヾ
威

請
せ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
反
之
地
方
經
濟
の
洱
編
成
の
場
合
に
は
植
民
地
的
編
成
は
決
し
て
要
望

‘せ
ら
れ
な
い
。
否
む
し
ろ
各
地
：
 

方
が
植
戾
地
的
編
成
裡
に
，あ
つ
た
今
迄
の
體
制
に
就
い

^,
、
.■其
の
.、行
方
を
改
め
ん
と
す
る
修
芷
的
乎
法
.と
し
て
國
土
計
畫
が
登
場
し
て 

、來
る
と
も1K,

ふ
可
き
で
あ
る
。
即
ち
各
地
方
を
猫
段
地
化
す
る
が
如
き
中
央
集
權
に
對
し
て
寧
ろ
地
方
分
散
的f

向
と
し
て
要
請
せ

•ら
.
 

れ
る
.の
で
あ
る
。
從
つ
て
分
散
生
義
體
系
と
し
て
の
.國
土
計
畫
論
は
其
の
性
格
上
，
國
土
及
び
地
方
再

_
成
、を
眼
目
.と
し
て
ゐ
る
に
外

勿
論
ノ
地
方
開
發
の
國
土
計
畫
論
忆
し
て
も
、
今
日
に
於
い
て
は
決
上
て
單
純
な
植
民
地
的
採
取
そ
れ
自
體

$:
•目
的
と
し
，て
ゐ
る
も「 

の
で
は
無
い
。
殊
に
籀
ヵ
開
發
の
如
き
に
到
つ
て
は

.其
の
地
方
に
齑
業
及
び
文
化
の
多
角
的
發

f

可
能
な
ら
し
め
樣
と
す
る
事
を
企 

，圖
し
て
ゐ
る
。
故
に
地
方
開
發
と
稱
し
て
も一

概
に
其
の
地
方
に
於
け
る
特
殊
資
源
を
悉
く
中
央
に
吸
引
し
て
了
ふ
事
を
意
，味
し
：な

.
 

い
。
む
し
ろ
逆
に
典
の
地
方
に

.於
い
て
其
等
资
源
の
利
用
を
も
併

‘て
行
ふ
可
き
計
畫
す
ら
要
望
さ
れ
て
ゐ
る
。

，

併
し
地
方
资
源
又
は
地
方
經
濟
に
對
す
る
中
央
の
要
束
は
決
し
て
.

j

.樣
で
な
い
。
勿
論
泚
の
地
方
對
中
失r

の
關
係
は
常
に
相
對
的
.で

.
 

ぁ
る
•が
故
に
中
央
の
み
が
此
の
關
係
を
一
方
的
に
決
定
す
る
事
を
得
る
も
の
で
は
無
い

o:m
業
、
嫩
に
エ
業
め
敗
.方
的
分
布
は
國
民
經 

へ
濟
.の
變
纏
に
藤
じ
：て
變
化
す
'る
も
..の
で
ぁ
る
.が
”
3:
業
の

^
動
：<7
)
齡

^

.

.

.

.
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今
迄
中
央
地
方
に

•立
地
し
.て
ゐ
‘たH

業
が
遠
く
原
料
生
產
地
等
に
移
動
し
た
と
い
‘ふ
が
如
き
■場
合
に
は
，，
日

K

等
原
料
生
！一

地
.の
社
會

,
 

經
濟
的
狀
況
が
嘗
づ
\.
て
は
製
造

1
業
の
立
地
を
妨
げ
て
ゐ
た
が
、
其
の
後
の
地
方
發
展
に
ょ
つ
て
そ
の
成
立
を
可
能
な
ら
し
め
る
に
到 

つ
，た
と
い
‘ん
變
化
に
兹
因
す
.る
も
の
で
ぁ
ら
ぅ
。
即
ち
或
る
地
方
は
一
定
の
時
代
に
於
い
て
は
農
業
又
は
原
始

.卿
敖
眺
出
產
業
の
'成
立

は
許
す
、が
、
そ
れ
取
外
の
若
干
複
雜
又
.は
高
級
な
る
エ
業
乃
至
は
菸
業
の
成
立
を
可
能
な
ら
し
め
友
-^
從
つV

各
々
の
齑
歡
又
は

X

-

•

 

** 

.
 

.

業
が
或
る

'地
方
で
行
は
れ
得
る
に
は一

定
の
‘地
方
條
件
の
成
熟
が
必
要
で
ぁ
る
。
少
し
く
奇
矯
な
表
現
か
も
知
れ
な

^
が
、
蒗
し£

さ
.

.
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れ
•る
な
ら
ば
、
或
る
種
の
エ
業
が
或
る
地
方
で
行
は
れ
る
と
い
ふ
事
に
就

.い
て
は
：或
る
種
の
文
化
程
度
を
前
提
と
す
吝
と
い
ふ
理
で
ぁ

■
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地
方
の
.間
題
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*
か
乃
一K
ふ
意
味
で
工
業
移
動
や
‘所
謂

^
方
主
義
の
主
張
が
米
國
で
注
章
さ
れ
て
ゐ
る
，が
、
ア
メ
リ
ヵ
國
內
の
地
方
植
民
地(

之
れ
も

.
、
• 

V 

'
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,

或
名
地
：方
主
義
者
の
命
名
で
あ
る)

が
、
.1

方
に
は
忌
慚
な
き
植
民
地
的
採
取
に
就
い
て
の
.自
然
資
源
の
荒
廢
の
危
機
、
他
方
に
は
地
'

 

方
經
濟
及
び
文
化
の
、向
上
と
の
兩
面
か
ら
見
て
所
謂
ナ
シ
•

ナ
ル
ブ
ー
、フ
ン
一
一
ン
，

の

觀

念

の

I

と
な
つ
た
と
見
る
事
は
必
ず
し
も
失
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當
で
は
，あ
■る
ま
い
。
つ
ま
‘り
此
の
意
味
で
は
或
る
地
方
が
植
民
地
的
に
意
義
づ
け
，ら
れ
た
事
か
ら
發
展
し
て
地
方
遲
濟
の
厚
生
.と
い
ふ 

狀
態
、
に

到

る

現

象

と

見

る

事

，が

.出
來
名
と
共
に
、一

地
方
又
は
‘

地
方
の
全
體
の
體
制
に
！

I.

敗
さ
れ
て
ゐ
.る
體
#

は

時

代

的

に

異

な

.る

■

.

.

■ぐ

.

.

.

,

..: 

. 
-

>

,

'

.
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.
 

. 

:

の
が
^
然
で
あ
り
、
斯
く
の
如
く
し
て
地
方
資
源
及
び
地
方
經
濟
の
意
義
は
、
全
國
的
經
濟
組
織
の
双

ft
に
相
俟
つ
て
之
に
應
ベ
ん
と 

す
る
相
對
的
、
從
つ
て
社
會

•經
濟
的
乃
至
は
政
治
的
な
も
の
だ
と
一
-
へ
る
め
で
>
る
。.
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今
、
是
等
の
現
象
を
說
明
す
る
ニ
、
三5

例
を
擧
げ
て
見

'た
い
と
思
ふ
。
第

一

に
は
或
る
七
地
が「

地
方
し
と
な
る
以
前
か
ら
：「

地
方 

化」

_す
1
に
到
る
迄
の
過
程
に
，就
い
て
其
の
過
程
の
初
期
は
如
何
な
る
狀
態
良
あ
る
か
を
硏
究
し
て
み
た
い
。
勿
論
、
‘敍
で
問
題
に
な

.

 

る
土
地
は
毋
體
社

#
に
何
等
關
係
の
無
：い
土
地
を
指
す
も

.の

.で
は
な
い
.。
.喉
>
植
民
又
は
開
招
者
の
場
合
に
見

.る
#
に
敷1

の
：時
期
に 

は
毋
體
社
會
の
一
部
が
分
離
し
て(

化
較
的
，の
意
味
に
於
い
‘て
r
あ
る
が)

此
の
.土
地
及
び
其
：の
社
會
t
接
觸
：す
る
狀
鶴
を
生
ず
る
が

"

、
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,

か
、
る
時
代
の一

例
を
次
に
揭
げ
る
。
.そ
れ
は

T
 

メ
リ
力
植
民
に
於
け
.る
ハ
.殊
，に
邊
疆
に
於
け
る
白
人
と
ア
、メ
リ
カ
？
ィ
シ
.デ
ィ
ア
ン 

の
接
觸
に
就
い
て
の

10
の
文
化
的
現
象
で
あ
る

。
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Clark wissvr
、

が
典
型
的
なCulture c

l
p
l
e
x

と

し

て

土

着

の

c
u
l
^
e

殊

1C
玉
蜀
黍
栽
培
を
名
ぐ
る
生
活
型
態
が

ア
メ
リ
カ
土
人
か
ら
白
人
に
傅
習
さ
れ
且
叉
其
の
儎
殘
積
し

.て
來
た
過
程
及
び
.理
；

E,

に
就
い
て
說
明
す
る
所
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

.右
點

1
|は
‘大
西
洋
岸
メ
キ
シ
コ
灣
沿
岸
の
土
人
の
.間
に
聊
作

.さ
れ
て
办
た

.が
舊
大
睦
>
,
の
交
通
が
開
か
れ
る
と
共
に
歐
洲
に
も
移
植 

さ
れ
多
大
の
醬
及
を
見
る

_

た

が

、
蓝

，米
@

印
度
人
ひ
生
活
文
化
を
見
る
と
玉
蜀
黍
栽

‘培
に
，結
び
つ
い
て
ゐ
る
も

.の
が
頗
る
多
い
。 

(

一〕

玉
蜀
黍
栽
it
-。
之
れ
は
土
壤
の
用
意
、
播
種

-v
作
物
の
保
育
、
穂
の
收
獲
、
種
子
の
保
存
等
の
手
續
及

.び
過
.程
r
含
む
が
、
何 

•
れ
も
一
定
の
手
續
と
順
序
と
を
以
つ
て
行
は
れ
、
之
れ
自
體
が1-

■つ
の

.0
0日plex,

で
あ
る
が
、
メ
イ
ズ
•カ
ル
チ

»
ア
•コ
ム
ブ
レ
.
 

.
ッ
ク
ス
の
中
心
事
象
を
.構
成
し

.て
ゐ
る
。 

.

，

，•

(

ニ)

玉
蜀
黍
の
供
食
過
程
。
玉
蜀
黍
は
生
の
儘
食
用

■に
供
し
"
或
ひ
は
剝
皮
し
挽
粉

H
t
v用
ふ
る
が
、
■
い
づ
れ
も
各
々
種
々
の
形 

式
を
と
る
。
玉
蜀
黍
に
莢
竞
、
m,
风k

は
肉
類
を
混
用
す
る
料
理
法
が
あ
つ
て一.

定
.の
調
理
法
に
從
つ
て
な
さ
れ
る

。

'

(

三)

玉
蜀
黍
に
結
着
い
て
ゐ
る
事
が
明
確
な
る
無
數
の
儀

^
や
社
會
的
慣
例
等
。 

•

.

此
の
メ
イ
ズ
-

•

コ
ム
ブ
レ
ッ
ク
ス
は
イ
シ
デ
ィ
ア
ン
！！
落
の
い
づ
れ
.を
通
じ
て
も
大
體
共
通
同
似
で
あ
る
所
に
興
味
が
あ
る
。
.
メ
キ 

シn

•灣
か
らSt. L

a
3
0
c
e

ま
で
の
間
に
獨
立
無
連
絡
で
雜
多
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
文
化
が
存
在
す
る
兄
も
拘
ら
ず
、.メ
イ
ズ
*
コ
ム
プ 

レ
ッ
ク
.ス
t
け
は
殆
ど
同
似
で
あ
る
。
此
の
岗
似
性
の
說
明
を
ウ
ヰ
.ス
ラ
ア
は
次
の
樣
、に
会
つ
-て
ゐ
る
，。

n

文
化
の
特
徵

.に
斯
く
の
如
き
一
律
性
の
在

.る
事
を
說
明
す
る
に
當
つ
て
、
之
れ
は
一
，ジ
の
土
地
か
ら
完
全
な
型
の
儘
で
普
及
じ 

た
と
考
、へ
ね
ば
說
明
が
困
難
で
あ
る
。
舍
し
さ
ぅ
だ
と
す
れ
ば
各
種
族
は
メ
イ
次
を
利
用
す

^'
手
段
方
攻
を
エ
夫
す
る
必
要
を
免
か

‘
 

‘れ >
從
づ
て
何
等
重
要
な
獨
創
的
寄
與
を
启
か
ら
は
じ
な
い
事
に
な
る

。』

'.
 

• 

_
 

«
土
式
麵
方
の
.网
燁 

V
 

-
 

'

H
九

(
m
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i
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■::國
土
で
地
.方
の
网
題
.
 

•
 

' 

\ 

01IO.U)
•
併

^
更
^
興
味
あ
る
事
實
は
此
の
ス

.イ
ズ

•
'灰
ル
チ
ユ
ア
が
，！

IT

人
に
傳
っ
た
時
の
形
體
で

.あ
っ
て
.、
白
人
は
土
人
同
様
、
之
れ
を
盛

土
變
栽
培
し

I

る
。

-

• 

’

•

'

.
『

吾
が
農
夫
は
以
前
、
或
ひ

I

今
日
で
も
さ
ぅ
•で
あ
る
が
、
f

上
げ
た
土
に
玉
_

8を
播
種
し
て
ゐ
，た
。
之
菜
一
般
に
イ 

ン
デ
ィ
ア
ン
の
遺
方
で
、
三
呎
位
の
，正
規
の
間
隔
を
置
い
て
四
粒

7^
至
五
.粒
を

1
っ
場
所
に
落
し
.入
-れ
る
。
全
く
今
日
の
玉
蜀
‘泰
農
場 

と
そ
っ
く
り
で
あ
る
？
耕
作
に
當
っ
、て
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は
生

•へ
て
ゐ
る
莖
の
周
圍
祀
土
を
掘
り
起
し
て

.や
る
o
之
れ
又
機
械
耕
作

.器
の
原
理
で
あ
る
。
剝
皮
に
當
っ
て
は
吾
が
農
夫

•は
剝
皮
ピ
.ン
を
用
ひ
^ ；
が
、
之
れ
は
今

'日
で
；

u

そ
鐵
製
で
あ
れ
、
っ
ひ
先
.頃
ま
で
，は

• 

* 

<
- 

»
• 

t
 

•
•
.

骨
又
は
木
製
で
、
.今
日
殘
存
せ
る
東
部
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
間
に
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
に
正
し
く
同
じ
で
あ
る
。
玉
蜀
黍
の
賴
を
乾
燥

. 

さ
せ
た
り
又
は
撢
子
と
し
て
保
存
し
た
り
ず

.る
の
に
屢
々
そ
の
ぶ
ら
下
つ
た
外
皮
を
編
み
合
せ
る
が
、
之
れ
は
典
型
的
に
.イ
ン
デ
ィ
ア 

ン
風
で
あ
る
®
彼

等

は

：玉
：蜀

黍

桶

i
b
®

ひ
、
：
內
味
を

.乾
燥
各

^

*

藤̂
が
戴
取
ゆ
齧

@'
動
物
の
害
幺
陇
ぐ
爲
め
；に
往

Q
i:
-わ
あ
げ
で

. 

お
く
。
此
の
桶
の
型
で
上
部
が
底
瓿
ょ
り
も
大
き
い
型
の
も
の
が
同
じ
く
南
部
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
ょ

◊
て
も
吏
用
さ
れ
て
ゐ
た0

』

其
の
外
、
種
子
岭
味
法
，
溫
湯
發
芽
促
進
法
等
も
同
一
で
あ
り
、
更
に
調
理
法
がi

：

似
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
玉
蜀
黍
を
用
ひ
た
料
理

の
名
稱
.に
は
イ
ン
デ
ァ
ア
ン
風
の
殘
っ

.て
ゐ
る
も
の
も

.あ
る

;°
主
蜀
黍
の
、殼
皮
セ
作
っ
た
敷
物
は
或
る
地
方
の
：家
庭
で
は
今
な
ほ
用
ひ

-.

.

.

.

.

.

. 

. 

- 

• 

. 

• 

;

•'

• 

■
.
- 

. 

.

ら
れ
て
ゐ
る
が
、
之
れ
を
諷
べ
て
見
る
と
博
物
館
に
陳
列
さ
れ
て
ゐ
る

i 
ロ
ク
ォ
イ
族
の
實
物
に
其
の
'技
法
が
全
く
同
じ
で
あ
る

o

.

- S

人
が
イ
ン
デ
ィ

T -

ン
に
代
っ
て
行
っ
た
改
新
の
內
最
も
重
要
な

f

の
は
水
車
代
り
に
モ

ー

ク

ア

を

用
ひ
た
事
で
あ

る

。

更
に
後 

に
な
る
と
種
々
の
機
械
が
植
付
け
ゃ
敉
穫
に
用
，ひ
-̂
れ
て
來
る
.が
、之
れ
が
單
な
名
使
用
以
外
の
何
物
で
も
な
ぃ
事
は
注
目
に

'値
す
る

®

『

造
等
の
機
械
は
同
じ
昔
風
の
遺
方
を
一
層
便
利

.に

.行
ふ
，，と
い
ふ
丈
け

O'
機
械
應
用
に
過
ぎ
な
い
。
開
拓
者
時
代
^
は
白
人
農
夫
が

. 

■ 

. ..... 

,
, 

• 

• 

ゾ.

-
.
.
.
. 

\ 

■ 

. 

* 

. 

- 

• 

■ 

. 

• 

.

明
か
に
、
メ
ィ
.ズ
* '

ヵ
ル
チ
，チ
了
コ
ム
ブ
レ
ッ
ク
ス

.を
全
體
的
に
取
り
入
れ
て
お
：っ
た
’の
で
、
儀
式
や
社
交
的
な
要
素
は
別
で
あ
づ
，た 

が
、
そ

^
で
も
幾
ら
和
是
等
办
點
で

%;
珍
ら
し
い
同
似
を
吾
々
は
兑
出
す6 

,剝皮
寄
合
と
袞
へ
ば
吾
ダ
の
先
代
の

.時
：代
で
は
大
き
な
社

. 

.

.

.

. 

• 

* 

. 

- 

r. 

- 

■ 

. 

.■-
-
 

. 

. 

.

.

. 

■

-

會】

rf
事
の
.一

.

っ
で
あ
，つ
た
が
、
.■之
れt

r

は
ウ
き
り
と
昔
の
’ィ
ン
デ
ィ
ァ
ン
の
風
習
と
並

.行
し
て
，ゐ
る
。
吾
々
の
：祖
先
の
家
庭
的
な
歷

.

•
 

.
 

一

.

.

.

.

.

. 

•
 

-
 
V.
 

.

.
-
*
*
•
、....- 

.......
 

.

 
•
 
'

史
を
も
っ
と
知
る
な
：
ら

ば

、

疑
4;

.な
ぐ
彼
等
の
作
物
办
成
長
を
祈
る
儀
式
や
迷
信
的
な
行
事
が
可
な
り

驚
く
可
き
程
浸
透
し
て
.ゐ
る
事

:
.
.
.
.
.
.
.
.
.
..
..
..
.

人

'
.
.
.
.
.

'.
.

.

?

.

•
.

:

'
.
.
.
.
.
.
,

»
. 

; 

v

.

^

. 

.
-

: 

.

.

を
發
見
す
る
で
あ
ら

^
。

』

：
.
：
.

'

> ニ 

.

■

.

*

•

プ
.
-
.
.
.
f
.
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斯
く
の
如
く
し
て
植
民

#:
は
：玉
蜀
黍
を
■め
ぐ
っ
て
そ
の
生
活
文
化
を
全
面
的
に
取
り
入
れ
た
と
宏
ふ
事
が
出
來
る
。
.鈹
等
は

-'
±
人
，か 

ら
單
に
玉
蜀
黍

.の
種
キ
殳
け
だ
^
り
て
自
分
等
丈
け
の
農
法
に
ー
致
さ
せ
た
栽
培
を
す
る
と
か
自
分
等
獨
自
の
玉
萄
黍
風
を
發
展
さ
せ 

る
と
か
い
ふ
事
は
全
然
、無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
事
實
、
彼
等
は
機
械
應
用
の
發
達
"
及
び
更
に
近
來
に
な
っ
て
の
科
學
的
硏
究
に
よ
る 

農
業
の
合
理
化
と
い
ふ
點
を
除
い
て
は
、
メ
ィ
ズ
文
化
に
對
し
■、て
獨
創
性
を
主
張
す
る
何
も
の
も
持
た
な
い
の
で

あ

る

。

交
之
、
B
大
、陸
に
普
及
し
た
玉
蜀
黍
栽
培
は
其
の
運
命
を
全
然
異
に
し
て
ゐ
る
。
從
っ
て
此
の
比
較
か
ら
次
の
•様
に
考
へ
る
事
が
出 

来
る
。

一.

植
物

.丈
け
が
歐
羅
巴
文
化

’の
中
に
移
植
さ
れ
*た
結
果
、
其
の
新
種
に
‘對
い
て
の
新
し
い
實
驗
が
必
要
で
あ

’っ
た
。
少
く 

I
 

他

‘の
植
^*
栽
培
の
型
に
其
の
栽
培
を
適

*合
さ
せ
る
，必
要
が
あ
っ
.た
。
所
が
、
ブ
メ
リ
ヵ
後
民
は
自
分
達
自
身
が
新
し
い
文
化
の
眞
中
に

. 
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.

.

.
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へ
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.
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へ
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.

 

.•

進
出
し
て
了
っ
.だ
の
で
あ
る
。
其
處
で
は
新
し
く
發
明
す
る
よ
り
も
從
來
の
メ
ィ
ズ
•
力
ル
，チ
ュ
ア
を
其
の
儘

' 
受
納
す
る
方
が
よ
り

容
易
で
あ
つ
た
。
否
さ
ヶ
せ
ざ

^
を
得
な
か
つ
た
の
、で
あ
る
。

.爾
±-
«
地
方
©.
.阙
思
‘ 

'グ
. 

四
ー 

s
o
l
s



' 

I 

阈
土
«
垴
方
ぐ
の
問
題 

ノ

'

5

1•
 

Q
T
OS-

,
、

『

故
に

.

I

方
の

4
合
，に
は
->
.新
し
い
變
は
讽
立
せ
る
觀
念
が
遙
か

1
引
き
離
さ
れ
て
.運
ば
れ
て
行
き
、
未
知
の
文
化
集
團
の
內
に 

落
し
人
れ
ら
扑
る

o
も

一

方
の
場
合

.に
は
集
團
，そ
れ
自
體
が
未
知
の
カ
ル
チ
ユ
ア
の
中
に
入
れ
ら
れ
る
、
或
ひ
は
単
に
之
れ
と
接
觸
せ 

し
め
.ら
れ
る
樣
に
な
名
。
後
者
の
場
合
に
は
、
全n

,'
ム
ブ
レ
ッ
夂
ス
が
全
體
と
し
て
其
の
遠
取
り
入
れ
ら
れ
る
。
前
者
の
場
合
汇
は
新 

I
い
®

が
獨
創
的
に
發
展
せ
し
め
，ら
れ
•る
か
或
ひ
は
單
純
に
或
る
旣
存
の
型
•に
適
合
t
し
め
ら
れ
る
が
で
あ
る
0』

.

.

.

之
れ
と
同
一
の
現
象
は
玉
蜀
黎
栽
培
以
，外
‘に
も
決
し
て
•少
く
な
い
。
普
，す
る
に
此
の
現
象
は

『

一

つ
の
カ
ルチ

，,

ア
•

コ
A
プ
レ
， 

ク
ス
亦一

定
の
土
地
.に
對
す
る
適
合
と
1
て 
一_且
發
達
し
て
了
ひ
且
つ
相
當
に
.良
好
な
作
用
.̂
持
つ
と
、
そ
れ
は
其
の
.地
方

に

：
固

！
^
す 

る
の
傾
向
を
示
し
、
血
及
び
言
語
に
於
い
て
売
全
な
變
化
が
l
つ
て
も
、、.其
れ
を
超
し
て
自
ら
留
ま
^
0行
は
.れ
ょ
5-
と
す
る
も
の
で
.あ 

名』

事
を
示
し
て
ゐ
る
。

.

，
 

-

.

.

.
r
. 

- 

■

 

■

-し

，

；：

■

 

- 

.

.

.
，

.

.

.

.
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V
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Wissleir

は
更
，に
、
.斯
く
の
如
く
特
定
の
文
化
體
が
或
程
度
ま
で
土
地
に
免
着
し
、
人
間
の
社
會
集
圑
の
去
來
に
か
、
は
り
を
持
た

ぬ
樣
.に
見
え
る
所
か
ら
、
.其
の
間
に
何
等
か
の
超
人
間
的
力
の
作
用
の
存
在
す
る
を

.重
要
視
す
る
も
の
、
如
く
で
あ
石

C
S
O併
し
致

で
一
靡
彼
の
胛
論
か
ら
離
れ
て
、
此
の
問
願
の
意
，義
に
就
い
て
論
じ
て
，見
.た
い
と
思
ふ

0 

.

(

註〉
Clark wilier: Aboriginal JVIaize Culture as 

w 
Typical Culture complex. American 

Journal 

of 

Sociology; 

voL 
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.
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.
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•
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.

 

-

三

以
上

.の
土
民
文
化
が
自
人
社
會
に
傳
潘
さ
れ
た
事
に
就
い
て
は
、
大
き
な
白
人
社
會(

母
體)

か
ら
分
離
し
た一

小
集
圑
妗
一
'寺
、
分

離

し

た

ま

、

で
_

文
化
の
^
に
置
か
れ
.た
爲
め
で
あ
る
と
說
明
す
る
事
が
出
來
る
。
故
に
此
の
分
離
し
た
小
集
團
が
母
體
社
會
と
の
，
 

間
に
充
分
な
レ
衝
絡
を
と
り
ノ
兩
#;
隨
の
交
通
、
社
會
關
係
が
緊
密
に
な
れ
ば
異
鄕
文
化
は
幾
分
■

化
し
て
來
る
で
あ
ら
ぅ
。
之
れ 

と
同
似
現
象
を
吾
々
の
身
邊
で
觀
，察
す
る
事
が
出
来
る
が
、
大
都
市
^
外
現
象
が
^
し
く
之
れ
に
妥
霣
す
る
フ
郊
外
發
展
の
0
に
ニ
_

-

あ
つ
て

' 1

つ
.は
從
來
の
市
街
地
の
連
續
的
擴
大
、
も

一

，つ
に
飛
狐
的
發
展
で
ー
前
者
が
場
合
は
兎
に
角
、
後
者
の
‘場
合
に
は
、
其
の 

發
展
は
土
地
に
古
く
か
ら
紙
か
る
可
き
生
活
形
式
の
中
心
點(

小
町
村)

の
.あ
る
事
を
前
提
と
し
ヤ
ゐ
る
。
-從
つ
て
第
''ー
期
の
郊
外
移
住

. 

者
は
先

づ

■
興

の土
地
の
生
活
型
態
に
遵
應
す
る
必
要
が
あ
る

o'
つ
ま
り一

部
分
は
其
の
举
活
を
田
舍
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
併
し
此

,G 

都
市
發
展
の
傾
向
が
热
續
し
或
ひ
は
既
に
擴
大
す
る
限
り

^
於
い
で
、
.か
く
の
如
き
田
舍
社
會
が
都
會
的
機
_

へ
と
移
ら
ざ
る
を
得
な

い
赞
質
的
過
程
を
也
ず
る
。
‘

(

拙
著「

現
代
大
都
市
論」

第
三
章
第
五
^.
®「

郊
外
地」

象
照)

か
ぅ
一

K

ふ
衿
味
で
的
ん
ど
苋
京
化
.し
た
鎌
倉
市
に
於
い
て
近
來
、
鄕
土
文
化
復
活
の
機
運
の
あ
る
の
は
可
な
り
面
白
い
現
象
と
云

、は
ざ
る
を 

得
な
い
o
’即
ち
相
■當
以
前
か
ら
中
絕
し
て
了
つV

ゐ
た
nあ
め
や
踊』

な
る
も
の
が
先
頃
么
地
同
览
者
の
'手
で
復
活
さ
れ
つ
、
あ
^
が
、
純
然
た 

.
,

る
東
京
化
し
た
鎌

倉
に
此
の
土

蒲
文
化
の
復
活
が
あ
る
と
い
ふ
，事
情
は
確
か
に
興
味
あ
る
觀
察
對
象
た
る
を
失
は
な
い
o
單
色
的
な
大
都
市
主 

義
に
對
す
る
反
動
か
、
或6

は
大
禁
々
民
良
體
の
內
的
寂
寥
へ
の
>慰
藉
と
し
て
■の
要
求
か
。
い
づ
れ
欠
せ
ょ
池
方
文
化
諭
の
近
來
棰
め
て
盛 

ん
な
る
と
共
に
興
味
あ
る
課
，題
で
あ
る
。

、
 

‘ 

- 

ア
メ
リ
功
遵
®
地
に
於
け
る
メ
ィ
ズ

•
カ
ル
，チ
ュ
ア
の
問
題
は
な
俽
別
の
問
題
を
指
承
し
て
ゐ
る
。
あ
る 
一
.
0の
人
間(

社

會〕

の
.
製
 

作
物
は
そ
れ
と
共
に
社
會
上
、
坐
活
上
に
一
つ
の
■型
及
び
‘約
^
を
伴
ふ
と
云
ふ
點
で
あ
石
。
之
れ
は
所
謂Culture 

c
i
’p

f
の
理
論 

で
あ
る
が
ノ
例
へ
ば
自
動
取
交
通
の
普
及
は
道
路
、
交
通
機
關
、
服
裝
及
び
’免
活
規
律
等
に
就
い
ズ
自
動
車
本
來
の
本
質
に
適
合
し
た 

國
土 W

地
方
の
两
超
' 

'

パ 

,

，
5
一
 

s

o五)



-
.

 

«
« 

S

I

ニ
聯
の
複
合
的
な
力
.ル
t

 K

を
持
づy

ゐ
る
。
そ
し
•て
自
動
車
の
發
明
乃
至
S

入

と

共

に

此

の

力

.
ル

チ

、

ア
も
發
麦
は
招
來
せ
：

袭

る
0

I

題

鋳

1

で
一
部
論
じ
だ
所
I

る
の
S

蒸

し

く

璧

し

な

い

が

(

本

蒙

三
.

三
I

三
號『

讓

孤
. 

村
の
裯
茶』
‘

參
照〕

.

要

之

一

定
S

件
の
•

下
に
あ
つ
て±

1

前
述
の
置
黍
栽
培
或
ひ
は
糚
の
水
田
耕
作
等
に
.
就
いv

j

は
玆
尝
ふ
力
. 

ル
チ
、
ア
*

ゴ4
プ
レ
ッ
ク
ス
の
現
象
が
當
然
發
生
し
て
來
る
と
ー
其
ふ
の
が
普
通
の
.

言
で
あ
る
。

,

所
で

.メ
ィ
ズ
•力
ル
チ
；

の
體
制
が
破
れ
る
事
は
、
大
き
な
世
界

C

I

•
社
會)

へ
の
關
聯
が
强
化
し
I

合
に
筆
る
の
で
；あ

つ

て

 

此
の
意
味
で
交
嚴
組
織
の
完
備
は
其
の
土
地
，を

{元
全
な
る「

地
方
化」

す
る
最
、も
代
表
的
な

表

現

で

あ

名

。

，
昔

、

上

海

に

於

い

國

商

. 

飾
の
手
で
始
め
て
鐵
道
が
敷
か
れ
た
時
、
上

馨

憲

隻

向

か

ら

之

れ

反

齡

し

た

。
そ
し
て
之
を
紛
爭
化
し
た
時

I
鐵

置

設

を 

廻
つ
て
色
々

£
齡
か
行
は
れ
た
？
‘議
こ
そ
西
歐
的
考
方
が
支
那H

’

為
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
臭
ふ
不
可
避
的
な
事
實
を
支
那
人
に 

印
象
づ
け
る
最
も
良
拿
段
で
あ
る
と
い
ふ
議
論
は
優
越
荔
の
當
然

I

議

で

あ

I

。
併
し
其

9反
面

、

支
那
人
島
は
蒸
气 

機
關
そ
の
’も
の
に
恐

f

懷
く
も
の
で
な
く
經
濟
的
侵
略
即
ち「

印
度
の
運
命」

と
い
ふ
考
方
が
愛i

的
な
支
.那
人
の
.腦
f

往
来
し
て 

1

と
い
ふ
事

も

正
し
い
解
釋
で

t

。
更
に
鐵
道
開
設
が
支
那
勞
働
大
衆
に
及
ぼ
す

で

あ

ら

ぅ

影

響

を

考

ふ
れ
ば

ノ

支
那

上

海

當

局

s
h

a
n

g
b

a
i

;
o

i
t

y

 

f
o

r

 

s
a

i
e

.
v

 

.

斯
く
の
如
く
に
し
て
蓮
は
中
央
文
化
の
產

I

立
し
て
行
く
手
段
で

f

、

之
れ

を

通
じ
て

地

方

及

，ひ

地

方

經

濟

は

全

國

的

經

:■ 

濟

體
系
裡
に
！|

入

灵

‘
て

來

る

0

再

び

此

の

問

題

を

7

メ

リ

ヵ

の

她

方

經

濟

に

就

い

て

證

察

し

て

.み

ょ

ぅ

0
 

'

‘娜'輝麵m

I

f

 

d

 

E

f

 

r
e

 

R
e
g
i
o
n

と
は
シ
t

ル
市
の
奥
地
で
行
政
的
に
は
ヮ
シ
ジ
ト
y
州
が
大
半
で
あ
る
が
地
理
的
に
は
東
は
ロ
ッ
キ 

山
脈
、
西
は
.カ
ス
-ケ
イ
卞
-山
脈
に
境
さ
れ
、

'

南はオレゴン州のブル脈

^

よ
つ
て
圍
'ま
れ
北
は
プ
リ
テ
ィ
ッ
シ
*

 

•
コ
ロ 

ン
.ビ

ア

と

集
S
Q
S
H

限
ら
れ
、
ほ
t

萬
ニ
千
平
方
哩
の
地
域
で
あ
る
。
此
の
地
方
の
經
濟
機
構
が
'
^
何
に
■

力
と
い
ふ

點
ば
地
方
經
濟
の
.研
究
者
に
と
つ
て
興
味
深
い

’硏
.究
の
一
題
目
た
る
を
免
れ
な
い
。 

,

r 

■

此
の
地
方

S

I
條
霞
地
方
め
開
發
が
決
しv

容
易
で
な
か
っ

I

集

す

S

I
。

方

I

人
が
足
を
踏
み
人 

れ
た
の
は一.

八
〇
八
年
®
で
毛
皮
獸
捕
獲
響
で

‘あ
'っ
た
と
曾
れ
る
。
從
っ
て
恒
久
的
な
定
住
_
係
を
成
立
せ
し
め
る
に
は
到
っ
て 

ゐ
な
い
。
其
の
.意
義
はr

此
の
.領
域
に
突
の
注
意
を
惹
か
し
め
探
層
刺
戟
し
た
點
に
於
い
て
重
要
性
が
あ

"
、
他
の
要
因
に
よ
っ
，

:

て
其
の
太
詰
見
る

i
っ

‘

I

動
に
先

I

f
與
へ
夤
に
其
の
意
義
客
っ

S

寧
4

豪

捕

獲

と

他

S

業
的
開
發
と
の

問
に
•は
直
接
的H

利
害
關
係
の
衝
突
が
あ
る
と
ま
で
一K

っ
て
.差
支
な
か
っ
た
で
あ
ら
ぅ
。
事
實
、
毛
皮
業
は
邊
疆
地
方
の
開
發
に
よ
っ 

，て
益
々
奥
地

S

退
‘
I

I
得
な
か
っ
た
か
ら
。
毛
皮
獸
捕
變
次
い
で
現
は
れ
た
の
は
鑛
山
業
者

1

る
が
、
'之
れ

裔

の

有

名• 

養
金
狂
時
代
を
伴
っ

I

に
前
者
の
場
合
と
は
全
く
異
っ
た
緊
と
な
っ
た
。
即
ち
砂
金
熱
に
浮
か
さ
れ
て
無
數
の
胃
險
湛
が
這
り 

a
ん
だ
，が
、
独
に
所S

ブr* 

t
ク
ゥ
ン
の
簇
生
を
見
た
が
、
.元
.々
.確
實
性
を
缺
ぃ
た
黄
金
熱
が
架
空
の
浮

®
と
し
て
.消
滅
し
去
る
や 

移
住
者
も
共
に
四
散
し
？

？

ゐ
る
。
.

『

都
、市
が
金
が
發
見
さ
れ
た
土
地
、或
•ひ
は
さ
ぅ
し
た
土
地
と
物
資
供
給
基
地
と
を
結
べ
道
路 

の
要
衝k

、
一

時
ば
I

に
出
現
し
た
。
併
し
大
部
分
ぱ
出
來
上
る

.の

.が
#

ク
た
同
樣
办
S

I
に
忘
却
さ
れ
て
了
っ
た
。
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/

 

,
.國土
>

」

.地
方
の
_
題
，

'

ノ

」

：
 

■"

' 

、
;■
-

■ 

’ 
四

六

-
T
n
s
o

，
町

の

形

體

的

骨

組

丈

け

が

.殘
つ
.て
；
ゐ

衾,
.生
命
は
無

C

I

.て
，
了

づ

y

ゐ
た
。
丁
度
上
潮H

乘
せ
ら
れ
て
押
し
上
げ
ら
れ
た
古
い
端 

■
艇
が
潮
の
去
つ
太
跡H

取
り
殘
さ
れ
：だ
光
景
を
懷
は
し
め
令

』

バ

.；

’ 

’ 

'

.
併
し
黄
t

i

f
異
：？
 
土
地
S

做
資
看

恒

久

的
に
開
發
し
樣
と
す
る
努
力
は
全
く
異
つ
た
I

s

義
を
持
つ
て
ゐ
る
。

是
等
の

,

£
は
マ
V
ガ
ン
碧
を
は
じ
め
、金
銀
銅
錫
激
等
が
，

t
l
j

十
年
代
後
.半
の
平
均
年
產
額

は

ニ

千

七

百

萬
f

其
は

れ

る

タ

.唯
，
そ
の
人
口
包
有
量
に
就
い
で
は
，

，木
g

及
ば

I

I

一

九

倉

、
■木
材

業

寧

2

湯

し

て

鑛

業

人

口

は

三

•
一
一

 

、
ズ
と
計
算
さ
れ
て
ゐ
る
。 

*

是
等
物
資
の
需
要
が
い
づ
れ
も
地
方
內
部
の
も
の
で
な
い
事
は
明
白
で
、I

;
つ
，
ま

り

此

の

地

方

は

是

等

の

資

源

を

通

じ

て

大

き

な

 

經
濟
‘領
域
の一

部
と
發
展
し
つ

X
あ
事
を
示
す

。

.

’ 

 ̂

•

•

『

I

鑛
山
の
經
費
び

I

は
其
の
土
地
.に
I

な
る
人
口
集
積
を
生
，ぜ
，し
め
、爲
め
に
經
濟
物
資
に
對
す
る
需
要
が
敗
增
し
ミ
’

,

s

、
.
讓

鍀

食

I

I

•貨
物
i

が
つ
く
ら
れ
、
著
し
く
特
i

麗

f

、
裏

i

中
f

是
S

要

特
f
 

I

I

I産

I

I

I
が
I

f

。
斯
く 

f

す

I

I

し
た

の
み
な
ら
ず
；
後
背
地
の
蠶
に
對
す
る
富
を
供
出
し
たp 』

s
p

f

帘
が
其
の
中
心
地
で
あ
る
が
近
來
鑛
山
そ
の
も
の
4

つ
章 

義

は

多

パ

ノ

共

弱

く

為

つ

裏

で

.あ
る
。
蓋
し
、
.鑛
山
に
ょ
つ
て
供
出
さ
れ
た
富
は
多
數
の
資
源
麗
を
增
大
す
る
に
當
つ
て
の
主

要

な
 

要
因
て
あ
.つ
た
が
是
等
諸
資
源
.の
價
輝
が
今
や
其
の
雪
に
，資
し
，た
鑛
出
の
.そ
れ
を
獲
ふ
に
到
つ
た
か
ら
で
あ
る
？ 

' 

•

只
に
砂
金
地
中
に
鑛
物
を
藏
し
て
ゐ
た*3

嶽
地
方
は
木
材
及
び
林
製
品
に
於
い
て
又
、
馨
な
意
義
を
持
づ
て
ゐ
る
。
警

萬

弗

•

f

に
及
ぶ
其
の
糜
物
ば
此
.の
地
方
丈
け
で
だ
ぐ
全
来
謂
地
方
：に
對
し
.て
の
供
給
を
確
保
し
‘て
を
り
、
全
國
產
額
の
三
六

'
を̂
§

し
て
ゐ 

る
と
一
.

K

は
ル
る
。
而
し
^
地
元
内
の
消
費
は
一
ー
六
％
で
殘
餘
は
外
部
に
.搬
出
各
れ
る
が
、
'中
|
1部
紀
方
及
び

'0
ッ
キ
ー
山
脈
丨
ミ
シ
シ

I 

:
 

, 

. 

. 

.

.

.
 

- 

V
. * 

.
, 

. 

’ 

-
-
- 

.

- 

'

ッ
ビ
ー
川
中
間
の
諸
州
と
の
取
引
が
最

I
多
い
と
运
は
れ
て
ゐ

’る
。
殊
，に
米
»;
產
藥
史
に
於
け
る
森
林
業
，製
林
業
の
、發
展
は
地
方
經
濟 

史
の
動
向
を
示
す
最
も
興
味

^
る
も
の
で
、
其
の
中
心
地
を
年
代
的
に
一
一
ュ
.
1ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
時
代
，
大
湖
諸
州
、時
代
、
■太
平
洋
北
西
. 

部(

四
州)

時
代
と
し
其
處

•に
一
っ
の
西
進
運
動
の

|1
程
が
.窺
は
れ
る
.と
共
に
、
是
等
の
諸
地
方
が
全
米
經
濟
機
構
汽
に
編
人
さ

.れ
て
来

. 

る
過
程
を
も
物
語
つ
て
ゐ
る

。
’ 

•

‘ 

■ 

/ 

’ 

•

森
林•

木
材
業
が
地
方
經
濟
內
に
如
何
'な
る
綢
成
を
示
す
か
は
又

、
‘ 

t

っ
-の
興
味
あ
る
觀
察
點
で
あ
る
？
彼
等
の
.聚
落
は
森
林
地
に 

接
近
し
、
之
れ
に
對
し
て
製
材
所
を
中
心
と
す
る
町
が
出
来
た
が
地
れ
の
，交
.通
不
便
の
理
由
を
以
っ
て
是
等
の
，聚
落
體
系
が
全
體
的
に 

銃
合
す
る
事
は
無
か
っ
た
。
之
れ
、
同
じ
く
ワ
シ
ン
ト
ン
州

‘の
西
部
、
海
岸
寄
り
の
■山
地
々
方
で
あ
る

.
p
d
l
W
0
1

穴
&

§

と 

全
然
趣
を
異
に
す
る
所
以
で
、
佌
ぬ
地
方
で
は
入
江
に
沿
ふ

~て
水
運
の
便

1
利
甩
し
て
木
材
業
聚
落
が
集
中
し
て
ゐ
る

.に
反
し
、
ィ
ン 

-

ラ
ン
ド•

エ
ン
パ
ィ
ァ
地
方
に
於
い
.て
は
聚
落
が
頗
る
散
在
レ
て

.ゐ
た
。
併
し
、
交
通
施
設
の
改

.善
と
‘相
俟
っ
て
散
法
的
小
部
落
の
體 

制
に
漸
く
變
化
を
坐
じ
、
聚
落
結
集

.の
狀
態
を
示
す
に
«

つ
た

.;
:

0

.即
ち

^

所̂

を

中

心

と

し

，て

 

'の聚
落
形
態
は
之
れ
を
取
卷
いV

材
木 

を
供
給
す
る
伐
出
-人
の
キ
ャ

4
.プ
を
集
合
せ
し
め
る
型
と
な
っ
、た
。
中
心
の
.製
材
所
の
•大
‘欠
聚
落
の
大
小〕

は
伐
出
方
法
の
如
何
に
ょ
，
 

っ
.て
決
定
す
る
も
の
で
役
歡
や
運
櫞
車
を
用
ひ
.て
搬
出
す
る
場
合
と
鐵
道
を
利
用
す
る
場
合
と
で
、は
製
材
地
聚
落
の
犬
小
に
相
違
を
來

‘ 

さ
し
め
る
蕻
に
な
る
。 

'

‘

.
國
土
せ
地
方
-の
g
p:

'

嫁

/
"ソ

ノ

5-
' 

. 

ぐ
ン
、

-
,

r 

’ 

： 

= ノ
' ソ
"
ノ
、
，ン
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プ 

1s
*
f
v
/
_
v 
ン

：
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ノ
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：
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拽

八
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5 

o
>

嫌
林
庵
業
と
，聚

^
:恒
久
性
の
關
係
に
就

>
て
は
、
原
始
林
の
商
積
密
度
、
材
木
の
需
要
、、
.資
源

麗

•の
技
術
技
能
の
謹

等
が
之
れ
_

を
決
宠
す
る
要
因
^
な
を
も
の
で
あ
る
が
鑛
山
聚
落
，の
場
合
と
共
に
、資
源
の
消
憩
?-
俟
つ
’て
是
等
聚
落
も
消
、減
し
て
了
ふ
の
が
原

w
e

表
る
が
、
效
に
此
の
場
合
の
特
色
と
も
見
石
可
.き
も
の
は
、
森
林
伐
採
の
後
も
、
.周
圍
の
.地
味
氣
候
等
が
許
す
限
り
に
於
い
て
は
木
付

,
;:
^
採
策
も
栽
培
其
'の

他

の

養 

木
材
讓
落
が
農
業(

狹
S
聚
落
に
變
化
す
る
限
り
、
霞
の
消
論
し

鑛

.

落
の
場
冷
程
著
し
，い
衰
微
を
招
く
事
は
無
い
。
併
し
か
4

囊
を
装
底
と
し
て
姿
落
の
興
亡
が
頗

る

著
し
.い
の

凝

則

.
で
、，.遺

資
源
..の

無

く

参

衣
時
、
木
材
雲
の
減
退
し
，た
時
等
は
直
ち
に
是
等
聚
落
住
民
に
過
剰
を
生
ぜ
し
め
職
動
を
霞
す
る
事

.■v
-
.
i
■

パ
併
し
同
時
に
製

材

、
業
の
性
質
と

.し
て
季
節
的
勞
働
移
動
に
ょ
る
特
異
の
讓
が

t

o
伐
出
季
節
に
故
る
と
廣

;̂地
域
に
百
一

つ
て
>

„

ャ，ム
フ
が
出
來
.る
が
、
其
の
季
節
が
終
る
と
篇
者
は

•職
を
失
つ
て
附
近
の
町
に
流

S

む
。
是
等
の
附
近
の
都
市 

は季節勞働者办貯水池である。

：

ィ
ン

1フ
ン
ド
；

ム
パ
ィ
ァ
地
方
は
池
方
經
濟
發
展
の
段
階

.に
於
い
て
も
、
，な
ほ
ー
、.ニ
段
進
ん
.で
ゐ
る
。
前
述
し
た
人
口
震
に
も

示
さ
れ
る
？

、
森
林
業Q

保
有
人E

は
決
し
て
.多
く
な
.い
。
尊
ろ
此Q

地
方
は
更
•に一

段
と
進
ん
で
農
業
霡

に

人
つ
た
と
見
.る
可 

き
で
あ
ら
ラ
。 

. 

■/. 

, 

•
- 

.

.

'農
業

.社
^
の
地
■

濟

上

，
最

も

重

要

，
な

意

義

を

持

つ

て

ゐ

る

。

地

理

•
地
勢
的
に
多
種
多
様
の
農
業
活
斷
が
可
能
で
各
るo

牧
畜 

に

著

，

」

_

に

ょ
;'
<
、
*

%
盛
次
免

.ぁ
る
。
此
め
事
實
’は
沘
の
地
方
を
大
き
な
經
濟
杧
合
成
す
る

|:
可
能
な
ら
し
め

'る
も
の
で
ぁ
ひ
て
：『

全
地
域
に
一
旦
っ
て
.散

fe
す
る
ト
規
嘆
/>

.險
殊

；
^
^

だ
地
域
に
坐
峦
さ
れ
る
貨
物
の
交
易
が
中
心
.の
合
妓
點
と
し
で
多
く
の
市
場
を
發
達
せ
し
め
て
ゐ
る
。

-V,:. 

::■
-:

■;

: .
-:
:
:
-

,

.-■
'
.

:■-
;

'
-, 

. 

1 

. 

, 

パ
 

>
 

' 

*
.

永
ぃ

1«
-
交

.£
1
施
設
.がSpokane

「

を
物
資
.
'
の
集
散
地
，と
し
て
發
達
せ
し
め
て
，ゐ
、だ
。
秦
實
此

CO
.地
方
の
歷
史
はSjiol:ane

が
著
し
く
特 

.
/殊比
し
た
祂
域
を
；澤
山
：に
.持
つ
脔
大
な
後
背
地
に
媚
び
る
大
都
市
社
會

1
し
_て
發
達
す
る
に
到
つ
た
記
錄
で
あ
る
。J

而
し
て
之
、
 

れ
と
同
時
に
看
逃
す
可
か
ち
ぎ
る
點
は
、
.斯
く
の
如
き
■地
方
內
部
の
合
成
、
そ
叫
が
屯
心
都
市
の
發
達
と
な
つ
て
示
さ
れ
て
ゐ
る
の
で 

あ
各
が
、
'そ
^
ず
レ
が
此
：の
經
濟
地
方
の
全
國
的
編
成
の
裡
に
規
定
さ
れ
て
ゐ
系
と
い
ふ
事
實
で
あ
る
。
つ
ま
り

cnp
okane

市
一
つ

を
ど

;̂
て
見
る
と
之
れ
が
イ
ン
.ラ
ン
ド

.

.工
ム
パ
イ
ア
地
方
の
經
濟
と
米
國
金
土
の
經
濟
と
の
ニ
‘面
に
よ
つ
て
.規
啶
さ
れ
て
ゐ
る
と
云

- 

■ 

■ 
. 

~ 

- 

.
1

ふ
事
で
あ
る
。 

■ 

• 

• 

.

■-
.■'
•
'
.
斯
ぐ
.
.
の
如
き
.經
過
.を
些
細
に
.：觀
察
す
る
に
當
つ

'て
.ゅ
、
坐
趦
に
他
せ
ら
る
、
土
地
利
用
の
方
法
、
各
地
域
の
分
布
、
市
場
組
織
に
重 

...要
な
意
義
を
持
づ
或
一
る
種
康
物

集̂
咐
狀
況
と
が
注
意
を
要
す
る

.敗
と
な
る
。
例
べ
ば
小
麥
栽
培
にM

い
て
見
れ
ば
、
農
業
特
殊
化
の 

主
位
を
占
め
る
も
•の
は
小
麥
.耕
作
で
あ
つ
て
一
八
ー
ハ
四
部
此
の
地
で
小
麥
栽
培
の
可
能
性
が
認
め
ら
れ
て
以
來
'>
今

'迄
の
牧
草
地
が
變

. 

.&■
て
小
麥
畑
と
.な
り
今
日
で
は
鑛
業
よ
り
も
人
口
吸
引
の
よ
り
强
ヵ
な
魅
力
と
な
つ
て
ゐ

る

。

此
の
小
麥
栽
培
の
興
隆
に
伴
つ
た
地
内 

の
經
濟
•社
#
的
變
化
は
何
ん
で
あ
つ
た
か
。

,

へ 

.
：

て

.

.

’

- 

:,
,小
麥
耕
作
が
機
械
に
よ
ら
ず
、
高
々
.役
歡
に
よ
つ
‘て
.ゐ
た
時
代
、
卽
ち一.

九
一
〇
年
頃
ま
で
‘は
"
此
の
地
.方
の
農
家
の
耕
作
面
锇
は 

:
.八.
0上
夫

.
9
?イ
ガ

ア

..で
.̂
0?
た
び
農
業
努
働

#
を
雇
傭
す
れ
ば
：、
此
の
面
積
わ
幾
分
增
加
し
得
る
が
、
此
の
地
方
の
標
準
農
場(

一•

.
4
1
Q
年
須

.
vft
£

c

o

m^九
エ
イ
か
ァ
.が
普
通
♦で
あ
り〔

.1

般
に
放
三U

O
H

イ
ヵ
ァ
の
濃
場(

•之
れ
をi-sect£on farm

ノ
^
 

■ - 
• 

•
.

:

-

*

.
 

• 
,

■

,

四
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、
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阔
土
ミ
地
方
の
的
®

‘ 二

.

'
ぐ

.

. 

§
. 

C'H
T

5 

，と
一 K 
ふ

•#
<>
て

-r
ノ 
0 
エ
イ
カ
マ
農
場
は

.
<
5
^
»
^
'
5
0

--
&
0
1
1八〇
エ
イ
カ
ア
は half

A-uarter section.farmi (

ふ
^
に
な
る〕 

が
最
も
多

.<
-經
營
さ
れ
た
。農
羞
勞
働
象
を
遭

,<
場
合
季

^
勞
働
<者
と
し
て
春
秋
の
ー
一
期
に
不
宛
勞
働
者
に
對
す
•る
需
要
が
多
か
っ
たo 

,從
？

是
等
の
不
定
移
動

^
働
者
铽
農
'聞
期
に
は
他
の
-職
業
を
求
め
或
ひ
は
附
近
の

s
-m
に
流
入
し
て
待
機
t
る
必
要
が
.あ
‘っ
た
。
亦 

浮
.働
的

な

人

ロ

，
が

土

.地

.の
，
社

會

生.活
.に
稹

極

的■貢
献

を

す.る
.事
は

.不

可

能

で
,徒
ら
に
勞
働
ギ
議
其
の
他
粉
#
の
種
を
播
く
に
過 

ぎ

な

か

つ

た

パ

■
.
, 

•
‘
 

I

然

か

る

，
に

農

場

、
ド

ラ

ク

タ

ア

、

自

動

車

ト

ラ

.ッ
ク

、

口

ム

バ
イ
ン
等
が
_

さ
れ
る
に
及
ん
で
今
迄
の
事
情

.は
一
.變
し
て
了
つ
た
。 

是
等
不
定
勞
働
者
の
雇
傭
が
不
必
要
に
な

•っ
.て
、
彼
等
の
助
カ
わ
俟
た
な
い
で
經
營
し
得
る
ー
：家
農
場
；の
'面

翁

が

激

大

：
し
、
た

0
;農
業
勞 

働
者
丈
け
が
放
逐
さ
れ
た
の
で
無
く
て
農
家
の
子
女
自
身
が
不
用
と
な
り
農
場
を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
たo

所
謂
、
離
村
の 

問
題
が
起
っ
た
。
從
來
、
農
家
の
.子
女
は
農
家
經
營
の
必
要
な
る
助
力
者
補
佐
者
で
あ
る
と
共
に
農
家
經
營
を
將
來
に
繼
ぐ
役
目
を
梁 

し
灰
も
の
で
れ
る
。
從
つ
て
從
來
の
農
場
は
動
も
す
る
と
益

^

C

小
分
さ
れ
て
了
ふ
傾
が
あ
り
、
八
ひhi

イ
カ
ア
持
ち
、
ク
才

，-

タ
ア
•
、

- 

セ
ク
シ
®
ツ
畑
と
一K

ふ
樣
に
な
っ
•た
が
、
村
に
生
ル
春
は
依
然
、
村
の
菅
箸
と
し

-ズ
不
可
分
の
關
係
に
あ
っ
た
。
新
し
い
時
代
と 

共
に
彼
等
子
女
の
存
拒
は
不
要
と
な
っ
た
。
農
場
の
分
.割
は
不
利
で
あ
る
一
方
、
薪
し
い
農
I
の
擴
張
、
獲
得
は
困
難
で
あ
っ
た
爲
め

.
• 

に
、
：子
女
の
村
に
滞
在
ナ
る
餘
地
は
金
然
無
く
&-

っ.
て
.

了
っ
た
？
：

， 

, 

• 

>

機
械
耕
作
に
ょ
る
農
場Q

大
規
模
化
に
.就
い
て
は
一
九
一
〇
年
ょ
り
一
九
三
〇
年
の
間

£
'〇
〇

上

七

四H

イ
カ
ァ
、II

六0

丨

 

四
火
九
、

H

イ
カ
ア
級
の
農
場
が
減
少
し
五0

0
H

イ
カS

以
上Q

も

9
が
#
^-
し
七
が
る
？

ょ
っy

明

皂

あ

る

。

一
番
打
犖
を
受

け
、た
の
は
一
六
〇
エ
イ
カ
ァ
畑
で
生
計
農
場
と
し
；て
農
業
及
び
農
村
の
脊
柱
を
爲
し
て
ゐ
た
も
の
'̂
上

に

深
-*
な

る

打

擊

が

下

つ

た

の

で
あ
る
。
：
小

I

営
結
果
先
づ
合

f

含

I

蠻

志

I

れ
な
け

I

な
つ
た
が
、土#に

f

る
1

方
法
は
無

か
つ
た
。
此
の
現
象
が
少
麥
農
地
の
農
村
人
口
減
少
と

.な
つ
て
示
さ
れ

.た
。

バ

.

.

『

農
夫
が
土
地
か
ら
動
く
と
い

_

實
は
、
齡
罗
村
並
び
に
田
舍
の
社
會：.•_

濟
的

«
§?
の
.耝
成
者
を
朱
ふ
事
を
意
味
ず
る
。

人

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.
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.

 

.

‘ 

.

，等
の
農
夫
の
家
族
が
土
地
金
去
つ
て
了
ふ
，の
•で
、
初
期
の
移
住
以
來
、
全
地
域
に
齊
ね
く
散
在
し
て
ゐ
た
丨一

敎
错」

學
校
の
校
舍
も 

荒
跃
し
て
了
つ
て
ぬ
た
り
、
或
ひ
は
農
場
建

.
に
利
用
さ
.れ
て
ゐ
る
。
：四
辻
の
敎
會
も
同
樣
龜
命
に
逢
つ
て
ゐ
る
。
勿
論
、
交
通
要 

因
が
愚
等
の
變
化
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
看
逃
す
事
が
出
來
ぬ
が
：̂
要
な
>要
因
と
な
る

,%
の
は
農
村
人
ロ
の
減
退
で
あ
る

0』

然
か
る
に
此
の
地
方
に
は
、
他
方
、
灌
漑
に
.ょ
る
改
段
農
地
が
在
る
。
其
の
面
積
が
一
.九
一
九
年
に
は
三
十
五

S

イ
カ
ァ
と
ーK

は 

A
て
ゐ
.る
が
ニ
九
年
に
は
五
十
萬

.エ
イ
•カ
ァ
に
達
し
て
ゐ
る
。
玆
に
興
味
あ
る
問
題
は
、
是
等
改
良
農
場
で
は
ー
九
〇
九
年
の
平
均
茴 

•積
が
范
か
四
三H

イ
カ
ァ
、
.そ
れ
が
一
九
一
一
九
年
に
は
約
三
〇

H
イ
カ
ァ
に
減
少
し
て
ゐ
る
點
で
あ
る
。
改
良
農
場
が
大
部
分
を
占
め 

.る
或
る
地
方
で
は
5哀
場
.の
代
表
的
大
バ
0は
ー
〇
丄

.丸
エ
イ
カ
ァ
と
ー
S
れ

.
大
農

'^
S

ら
行
は
れ
る
地
一
方
の
普
通
農
敬
に
比
較
す 

‘る
，と
、
比
の
方
は
五
〇
〇
丄
〇
o
ひ
エ
イ
カ
ァ
上
云
ふ

^
態
で
あ
る
。
栽
に
合
分
布
と
農
法
と
の
關
係
が
頗
る
緊
密
で
あ
る
事
が 

明
瞭
に
な
ク
て
來
る

,°
改
泉
農
場
の
主
教
地
方
で
は
人
ロ
が
墙
加

1
、
对
が

m
來
、
町
が
出
來

.、
其
の
欧
會
も
- «
る
安
定
性
に
富
み 

，小
作
人
比
率
も
亦
、
遙
か
に
少
な
•い
と
袞
は
れ
て
ゐ
る

-,
0

\ 
:

:
 

,
 

• 

‘

他
し
二
方
h

麥
敦
培
が
大
農
的
に
五
0 (
〇
乃
至 

一o,
o

o:
:

K

イ
カ
ァ
ガ
奮
を
必
要
土
す
る
に
對
し
改
良
農
敬
要
^

乃
至
六
ぶ
エ
. 

.

國
专
地
，方
，

9.

时
輝
'

.

，、
し

‘

:

パ
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ノ

3£
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G

M
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填
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ベ
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•
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…
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.

五 u

Q

ニ 
四)

■

ィ
ヵ
ァ
未
滿
の
農
地

I
'支
な
い
と1K

ふ
霞
ノ
明
か
ぬ
是
等
改
良
農
地
の
•利
用
が
震
以
外
の
もe 

I
據
し
て
ゐ

I

實
を

I
 

し

K

t
策
で
あ
る
。
楚
に
改
设
農
場
の
作
粉
は
果
實

-
缓

及
び
牧
草
ぎ
で

t

、
敷
物
.の
鬵
は
極
め
て
少

な

C
o野
囊

培

组 

，
は
市
■

端
當
い
て

.都
市
の
附
近
に
集
中
し
て

'ゐ
る
の
.
.
は
當
然
、で
，あ
る
。
髪

、
殊
に
林
檎
⑵
其
の
大
宗
’で
あ
、る
。

：

.
‘ 

’

，林
擒
は
其
の
性
質
、上
當
然
商
業
向
產
物
で
.あ
る
が
、
全

國

塵

の

®
分
'
.の一.

を
產
す
る
と
宏
は
れ
、
國
内
有
數
の
產
地
で
あ
る
。
販 

パ
育
向
林
檎
は
大
部
分
新
鮮
果
と
し
て
賣
ら
れ
、
其
の
'

Iの
期
間
也
極
め
て
制
限
せ
ら
れ
て
ゐ
•る
故
に
、
他
.の
地
方
•と
重
要
な
市
場
連 

(

爆

_

れ
ば
典
の
廳
は
成
立
し
な
い
.。
林
擒
は
其
の
棄
か
ら
慕
乳
を
以
つ
て
運
ば
れ
各
地
方
の
消
費
者
に
蕩
渡
さ
れ
る
。

.

.

瞻

し

鐵

.M
讓

の

' ^
も
決
し
S

少
で
ほ
無
く
、
■其
の
灶
向
项
は
世
界
に
及
ん
2

る
。
所
が
林
擒
の
生
產
に
就
い
て
は
頗

る
管

す
 

可
き
繁
が
附
黯
し
.て
ゐ
る
.。
つ
ま
り
林
檎S

栽
培
販
賣
は
大
市
場
中
心
を
形
成
せ
し
め
る
特
長
を
持
つ
て
，S

。
穀
類
の
翻
S

接 

_

i

市
場
に
出
す
琪
が
.出

来

な

，い
で
.、
.一
應

、■中

間

的

操

作

を
:^
要

、と

す

る

。

即

ち

謹

、

等

級

-
包

裝

等

ひ

手

續

き

が

市

場

向

 

法
の
準
潔
し
て
必
要
P
I

に
連
れ
て
、此
の
爲
め
忙
特
機
の
技
能
を
必
要
と
す
る
が
故
に
一
定
の
勞
馨
が
S

と
な
つ
て
來
る
。

■又
I

の
¥

續
操
作
に
用
ふ
る

—

も
個
涔

1

_

_

_

_

_

_

-

_

_

|

—

穿

_

_

_

_

_應,

吣
：

彩
の
'

1

ヶ
反
に
集
め
ら
れ
藍
で
大
货
的
に
準
備
さ
れ
る
。
又
仕
.向
地
に
發
送
せ
ら
る
、
以
前
、
長
期
又
は
發
期
貯
藏
さ
れ
ね
ば
な
ら 

ぬ
故
必
要
に
.應
じ
得
る
樣
ぬ
搬
，祁
準
備
、
藍

、
配
給
と
い
ふ
三
過
程
に
對
し
て
特
殊
の
中
心
を
坐
ぜ
し
む
る
傾
向
を
伴
つ
た
。
是

，
 

^

の
:1

夫
，
l

び
.林
檎
栽
培
法
の
改
良
等
に
ょ
.つ
て
其
の
奪
節
的
性
質
が
幾
分
修
亚
し
得
ら
れ
る
.
の
效
染
を
、示
し
て
ゐ
る
。

V
:論
逢

.清
灌
微
に
ょ
る
改

S

場
の
利
用
法
はt

殊
的
で
あ
り
、
又
他
•翁
經

營

と

異

？

加

工

雰

讓

を

必

要

と

.す
る
も

.

.

. 

.

;
.
-
.
ゾ

r
.
: 
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.
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'
,
. 

V 

. 

• 

• 

.
>
> 

! 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

. 

-

-

法 、嫩 狀 巧 雄

»ハ ハ 4 '

摩

〈

の
で
.

|。
此

■の
改
良
事
業S

將
•来
は
相
當
有
望
で
此
，の
地
方
に
五
十
萬

0
人
ロ
を
|
;
^
得
る
と
見
込
ま
れ
て
ゐ

る

ニ

九
三
四
半 

同
地
方

.
2
.ダ
，ム
樂
f

際
し
，て
ル
，ふ

ヴ

-
ル
ト
大
統
.領
の
挨
> 
に
：『

此
の
‘地
方
は
可
な
り
荒
燕
の
様
に
兒
受
け
ら
れ
る
が
纏
て
は 

多

C
.
Q
人

.々
f

つ
て
充
さ
れ
る
で
あ
ら
う
、

〈

そ
れ
も
此
の
州
內
の
人
々
ぼ
か
り
で
な
ぐ
、
_

各
州
か
ら
の
極
め
て
多
く
の
震
に 

4

つ
て
充
さ
れ
る
で
あ
’ら
う
と
信
ず
る』

•と
述
べ
-て
‘ゐ
る
。CEC§

6
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b
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I
n
t
e
g
r
l
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r
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h
e
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併
し
イ
ビ
フ
ン
ド• H.

ム
バ
イ
ブ
地
方

S

方

經

蜇

■，の
霞
は
決
し
て
故
に
終
つ
て
な
い
。
米
國
全
土
に
就
い
*て
近
來
、
.エ
業
立 

地
の
移
動
が
發
生
し
つ
、
あ
•る
如
く
で
あ
る
が
、
.此
の

^
方
の
エ
業
化
が
旣
に
要
望
さ
作
て
ゐ
义
の
で
あ
る
。
之
れ
を
記
錄
に
ょ
つ
.て 

紹
介
し
て
み
ょ
う 
o( American Planning an

d

 Civic 

Annual. 

1
9
4
P

 

Industrial Migrati

'on.discussion b
y

 P. H
l
r
t
p

pp. 44-47
)

'

>

,

'

• 

,

米
國
に
於
げ
る

T
m.
移
動
が
問
題
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
る
に
翳
し
て
前
述
の
地
方
、
豐

イ

ラ

ン

ド

•
エ
ム
バ
イ
ァ
地
方
に
於
け

る
產
業
構
成
に
就
い
.て
ー
關
福
者
は
次
の
様
に
尊
へ
て
ゐ
る
。

'
 

■
 

: 

•

つ
ま
り
司
地
方
'が
關
す
：
限
り
、
'近
来
の
所
、
所
謂
エ
業
の

s
t/
j
は
無
v>
c『

全
體
と
し
て
見
る
と
-t
業
は
人
間
が
移
酌
す
る
程
に
は 

#
動
し
な
い
。
北
風
部

^
べ卜'い
て
吾
>
は

&
gfr
a*
o
w
i 

areas

•か
ら
の
人
間
の
流
入
に
直
面
し
て

'ゐ
る
。

- ^
等
の
人
々
ポ
資
本
を
殆
ど 

持
つ
て
ゐ
な
い
6 

.
從
つ
て
州
敗
の
間
に
旣
に

.起
つ
，て
ゐ
る
失
業
問
亂
に
食
荷
，オ
る
丈
げ
で
あ
る

0
-不
幸
に
も
工
業
が
彼
等
と
.緖
に
移

,

I 土
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方
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鄭
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の
問
 ̂
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五

四

Q ニ
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•
•
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動
し
て
來
汔
。
5

1

っ
と.

H

業

菜

，
し

い

。

そ

れ

も

f

.

第
- ;

次g

囊

H

業
が
警
し
い
。
吾
5

經
濟
は
餘
り
に
I

 

く 

旗
料
又
ば
半
加
エ
品
か
霞
敗
に
依
存
し
過
ぎ
て
ゐ
る
。』

-

’

•:
'

…

へ：

.

、

>•• 

.

:
 

' 

V

V

, 

、
 

, 

‘ 

* 

\ 

* 

■ 

I 

•
•

っ

ま

，
り
地

方

經

濟

の發
_展
の
過
程
及
び
段
階
に
於
い
て
、
.ー.種
0
植
民
地
權
敗
が
旣
に
經
過
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
狀
熊
に
あ
っ
て
は
此 

;
の
州
計
» -

局
‘關
係

者.の
主
張
す
る
樣
に

1̂:
編

減

に

'就

い
て
の
更
新
と
い
ふ
事
が
問
題
と
さ
れ
る
o '

で
^ '

る
。
此
の
地
方
の
原
料
飞
は 

半
加
、エ
品
と
云
へ
ば
前
述
の
如
く
製
材
及
び
農
糜
物
、
更
に
後
者
の
加
±
鍾
詰
業
で
あ
，石
が
、
製
材
業
は
旣
に
其
の
頂
點
を
過
ぎ
ぃ
今 

日
で
は
製
紙
パ
ル
プ
工
業
及
び

_
詰
貨
品
の
興
隆
に
ょ
っ
て
全
體
と
し
て
の

T
;業
的
價
値
を
維
持
し
て
.ゐ
る
に
過
ぎ
な
いo

足
つ
て
、
 

此
の
時
に
當
っ
て
奶
女
衣
道
、
靴

.帽
子
、
又
は
糖
菜
等
の
製
造
業
、
っ
ま
り
第
二
.次
的
製
造
業
の
多
く
亦
振
っ
て
ゐ
な
い
摩
が
相
對
. 

的
に
.，は

地

方

讓

Q

I
に
頗
.る
打
擊
な
の
で
あ
、る

。

も

.一

っ

の

重

大

麗

で
あ
る
-
農
業&

か
な
ら
，

前
述
の
性
質Q

H

業
に
當 

然

^

!す
る
^
働
需
耍
の
季
節
性
の
問
題
も
同
地
方
の
虚
業
編
成
が
唯
單
に
興
隆
す
る
許
り
で
な
く
其
の
紐
成
が
•複
雜
多
角
勺
に
な 

っ
て
來
る
、
っ
ま
り
第
二
次
的
製
造
業
が
發
達
し
て
來
て
、
是
等
相
俟
っ
.て

雲

的

勞

働

霖

を

一

段

矣

な

る
均

衡

に

据

へ

る
，事
が 

出
来
る
様
に
な
れ
•ば
發
し
く
改

#'
せ
ら
.れ
y
で
あ
ら
ぅ
。 

‘ 

‘

;:
'
?

r■

力
•

.'
1

^

|

1

1

寅
1 :

埗
.
せ
: 1
«

1

; 1

'务

-の
證
馬
力
數
は
五一

八
萬
馬
力
と
一K

は
れ
る)

、
殊

に

低

遭

富

な

る

動

力

開

，

は

所

謂

、

ダ

i
、、、l
ィ
—
！T

又
は
戰
略
的
投
資
と
_ 

稱
せ
ら
ら
れ
る
可
き
も
の
で
あ
っ
た
。
道
路
事
業
が
洎
動

•車
エ
乘
の
、
.議
補
助
施
設
及
び
地
方

^:
馨
勵
が
鐵
道
事
業

' 
惹
い
て
は 

製
鋼
業
の
發
達
を
促
し

‘た
I

、
電
力
事
業
の
開
發
は
電
力
利
用
を
促
進
し
電
氣
機
具

.工
業
の
振
興
に
資
す
る
事
と
な
る
，

此
の
意
味

で
水
ヵ
事
業
の
遂
行
は
動
ヵ
淑
と
.し
で
洛
種
產
業
に
と
つ
で
’好
影
響
が
>

る
の
み
な
ら
ず
"

電
機
工
業
‘の
如
き
種
目
を
も
如
へ
得
石
事

に
非
常
な
意
味
を
含
ん
で
ゐ
厶
。

,

、
 

‘

 

.

'同
時
亡
此
の
地
方
.が
產

IU
す
石
鑛
石
は
之
れ
又
，
水
カ
發
電
汔
結
ん
で
各
„灌
に
利
用
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
。
ヮ
シ

y
ト
ン
州
の
東
北

' 

部
に
發
見
せ
ら
れ
る
マ
グ
ネ
サ
イ

.ト
及
び
ド
取
マ
イ

>,
の
、'鑛
1-
-は
相
當
&

を
判
，定
さ
れ
て
ゐ
る

.の
で
、
玆
に
マ
グ
ネ
シ
ゥ
ム
金
屬
•の 

H

業
を
興
す
可
能
性
が
あ
り
，、
又
前

'に
も
誌
し
た
，マ
ン
ガ
ン

"
•ク
ロ
ー
ム
•鐵
鑛
等
は
ア
ル
ミ
一
一
ゥ
A
、

マ
グ
ネ
.シ
ゥ
ム
及
び
鋼
鐵
製
品
，
 

に
必
要
な
る
純
良
.度
を
持
つ
た
も
の
と
ー
运
れ
る
。
又
硫
黄
か
ら
の
肥

8

踅

も

鲞

の

動

.力
が
使
用

^

て̂
ゐ
る
。

.
i -

く
の
如
く
し
て
»

邦
政
府
又
ぼ
公
私
亂
體
に
ょ
つ
.て
行
は
ル
た
動
的
投
資
と
結
ん
で
是
等
の
工
業
が
興
さ
れ
る
翁
姻
部
地
方 

は
句
衡
的
霍
を
翌
す
る
豫
繁
出
來
る
事
に
な
つ
た
。
同
時
に
獲
の
市
、場
に
依
存
し
て
蕾
す
る
第
一一

次
的H

業
に
つ
い
て
も 

f

逃
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
エ
業
の
過
れ
紙
、
セ
ィ
.
^
の
反
社
會
的
影
響
を
永̂

>
.

く
無
視
す
る
事
も
出
來
な
い
。』

.

、

,

'要
す
る
こ
イ
ン
ラ

y
ド
• 

f

バ
イ
ア
地
方
.
が
植
民
地
經
濟
ら
皇
的
經
濟
她
域
'に
完
成
し
ょ
う
と
す
る
希
望
と
努
力
と
が
鼓
に

'■
 

■
 

<.../-•.,..

■

圓
-
-

.
.
.

 

•
 
■

. 

.
 

-
 

•
 

/ 

.

.
窺
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■ 

之
れ
'と
同
似
の
例
5:
:
布
唾
經
濟
に
就
い
て
見
る
.事
が
出
來
る
。
.こ
、
に
於
い
て
も
布
睡
が
獨
立
の
經
濟
地
域
か
ら
漸
次
大
經
濟
勢
力 

圈
内
に
'編
人
ざ
れ
て
、
驚

地

化

し

、
•更
に
其
.爪
か
ら
蹲
じ
て
^
方
經
濟
と
し
て
の
成
熟
期
に
人
る
過
程
が
窺
は
れ
る
。

,

,

.

布
哇
島
嶼
社
會
W
經
濟
發
^ ;
に
就
ぃ
.て
は
嘗
.て
本

誌

，に

紹

介
.し
，た

が

(

>
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■t^ff
，靡

m
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U

S

?三
田
f
 

I

V第
三
十
i

f
一
號『l

—
ag

魄
社
會
の
生
翳
硏
究』

產

〕

藤

で

私

が

，
,

至

げ

太

問

題

は

本

稂

に

，
於

い

て

論

ぜ

，ふ
、
と

す

る

I 、

經

濟

領

域r
地

方

と

全

經

濟

.領

域

I

世

界
又

は
國

土

と

の

•闕

係

に

■
外

な

ら

な

か

つ

 

太
。
故
に
前
囘p

紹
介
文
に
多
少
重
複
す
為
も
.
る̂
.が
ぐ
此
の
晰
題
を
职
び
此
處
に
取
り
•上
げ
る
.事
を
許
し
て
S

た
W
。

布
唾
が*01

人

斋

に

養

す

る

f

な
つ
た

Q
.
2セ
七
八
年

t
.
M
K 

Q

航
海
以
後
で
I

I
れ

て

ゐ

る

が

•

事 

實
、
I

經
濟Q

發

蛋

毖

い

5

要
な一

時
期
と
劃
す

f

の
は一

-A
五0

年
以
降
の
プ
ラ
ど

K

ィ
シ

-
ン
に
在
f
 
§
_

て
差 

支
な
い
。
ク
ッ
ク
以
前
の
、
或
ひ
は
其

'の
發
見
值
後
の
布
證
石
器
時
代
的
羞
活
形

f

在
つ
て「

生
計
經
濟
の
某
礎
に
立
つ
た
原 

始
的
な
封
建
制」

の
社
會
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
其
れ
が
今
日
に
於
い
.て
は
資
本
着
經
濟
體
制
內
に
あ
つ
て
完
含
成
熟
し
た
一
つ

の
 

地
方
と
な
る
に
到
つ
義
展
の
段
階
は
雲
丨
繫—

安
定
と

''
^
ふ
一
つ
の
循
奮
系
を
示
し
て
ゐ
る
。
或

ひ

は

靈

丨

醫

I
靜
谶 

の
體
系
と
し
て
f

事
が
出
來

I
•も
知
れ
な
い
。
之
れ
が
常
に一

■地
方
.と
し
て
は
、
そ
れ
島
の
內
部
か
ら
動
か
な
い
で
外
部
又
は 

外
來
の
勢
力
i

因
を
持
つ
と
い
ふ
事
に
重
要
な
關
係
を
示
し
て
ゐ
る
。
布
睡
史
は(

一〕|

七
七
八
年
以
前(

突

接

觸

以
前)

、
•

(

ニ〕 

航
海
者
の
避
難
休
息
所
時
代(

I

七
七
八
丄
八
〇
〇
年

.
)

、(
三〕

サ
、\グ
‘ル
女
；

採
取
時
代

2
八

〇

〇

丄

、
八
一

1

五
年)

、(

四

；
開 

拓
移
住
時
代(

I

八

1

S

I

.

.

I

八
五
五
年
，

)

、(

五)

農
業
發
展
時
代(
一

八

五

〇

丨
ニ
•
九

〇

0 -

年
.

)

、
ゴ

O

安
定
化
時
代(

一九
0

0

1

一
 

プ
.三
广
$

'に
分
か
龙
4
名
る
が
ハ.

此
.
.,:
£
ハ
時
代
期
に
あ
つ
ズ
も
第
五
期
5:
*
中
乂
に
其
の

«&
期
と
後
明
と
の
.三
？

正
し
く
大
別
す 

る
事
が
出
來
る
。
何
と
な
れ
ば
第11

期
に
航
馨
が
屢

I

港
し
た
り

.
第
一
二
期
に
I

者
が
支
那
商
人
に
對
し

5
 X

グ
ル
ゥ
ッ
ド 

の
'輸
出
を
行
つ
た
り
、
'或
ひ
は
第
四
期
の
初
期
開
拓
者
の
，侵
入
に
し
て
も
-
布

證

會

の

I

は

、

漸
次
變
化
を
馕
じ
つ
、
あ
つ
た
と

.〒卿f額^^郷ぐ ぃ … I於

は
沄
ベ
、

大

體

t
於
い
て
土
民
社
會
體
制
に
置
が
雜
ブ
デ

..
^
ァ
_
雇

--
翁

_

:

取

を̂:
最
見

^ ̂土
萁
社
脅
の
體
制
は
ノ 

i

さ
れ
難
く
な
っ
て
來
た
。
之
れ
が
土
地
制
度
及
び
土
战
人
口
移
住
人
口
に
最

も

ょく
表
明
さ
れ
て
ゐ
み
。『

布

f

蕾
は
其
の
土 

地
の
內
に
書
か
れv

ゐ
る
。
過
去
百
瓦
十
年
間
に

+
|地の
使
用
及

.び
'^
配

5
,.い
て
生
じ
た
變
化
を
適
正
に
記
述
す
れ
ば
住
民
の
生
活 

.や
活
動
を
明
か
に
ず
る
許
り
で
な
く
、
彼
等
が
建
設
し
，た
諸
制
度
、
彼
等
が

I

す
る
社
會
等
の
型
を
も
明
か
に
す
，る
で
あ
ら
ぅ
。
土 

-

池
使
用
の
、變
化
は
、
經
濟
關
係
に
上
の

i«
:
界
網
に
於
け
る
布
哇
の
占
め
る
位
置
の
移
動
を
計
る
に
は
少
し
抽
象
的
な
尺
度
で
は
あ
ら 

ぅ
が
、
此
の
土
地
保
有
關
係
を
推
移
し
で
義
と
し
て
其
の
上
ぬ
、
布
哇
の
政
治
的
精
神
的
秩
序
が
建
べ
ら
れ

'て
ゐ
石
の
で
あ
る
。

』

.

人
罡
就
い
て
も
土
民
人
ロ
の
安
定
期
即
ち
布
哇
奮
め
啟
然

.資
懸
土
俗
文
化
办

_
合
期
が

.ら
‘
：外
國
植
民
初
期
：に
當
っ
ー
て
の
キ 

民
人
ロ
の
急
激
な
る
衰
亡(

一
七
八
〇
丨
.一
八
六
〇
年)

、
'更
に
前
記
の
ブ
ラ
ン
テ
ィ

.

.
シ
，
ン
時
代
に
該
當
す
る
均
衡
不
安
定
時
代
即
ち 

人
口
趨
勢
の
不
確
實
な
る
時
代(

一
八
六
〇
丨r

八
八
〇
年)

及
び
外
國
種
の
急
激
な
る
膨
脹
期
、
之
れ
に
伴
■っ
て
土
民
人
口
の
減
少
緩 

和
、
及
、次
混
血
人
口
の
加
速
度
的
膨
脹
の
二
期
を
經
て
、
最
終
段
階
た
る
各
種
人
口
中
束
於
け
る
競
爭

•
協
和
を
兹
底
と
し
て
新
，し
く 

成
立
し
た
漸
次
的

#
安
定
期(

一
九
三
〇
年
以
降)

と
.な
っ
.

V
、

同
じ
く一

八
五
〇
年
を
境
に
人
ロ
現
象
に
著
し
、い
_
.動
と
«1
播
と
を
，生

- 

■
: 

.
氣
. 

.

.

.
 

• 

0
.

'ぜ
.し
，め
セ
：.：ゐ
：る
0 

:-,
'
:
:ぐ
ノ
^̂ 

.

:

一
 

.

そ
れ
故
に
大
ざ
っ
ぱ
に
分
け
れ
ば
前
述
し
た
樣
に
安
定

I
、動
搖
丨
安
定

.の
三
期
と
す
る
事
が
出
来
、
第
一
期
の
安
定
は
布
睡
資
源
が 

土
民
經
濟
に
身i

し
た
意
味
で
の
閉
頌
資
源
時
代
で

.あ
っ
’た
の
■，に
對
じ
て
、
第
一
ー
期
の
動
椅
時
代
は
外
部
.の
火
き
い
經
濟
勢
ヵ
の
圈
内 

u

f
入

^
.ら
れ
て
急
激
な
る
資
本
、
，勞
働
及
び
物
資
の
流
ん
に
依
恶
た
開
放
資
源

.の
‘時
代

、
に

入°:
た
。
即
ち
大
規
模
な
甘
鹿
農
場

阐
土 W,

地
方
の
‘
！
：
輝

五
七

(

三1

九
I

靜

>
v: 
o

r
0 

r
 

V
; ” 
.
 

-J.f 

パ

.

.
i

5
.
.
.

…

.
-
V
:
-
'
? 

- 

... 

, 

•
v
h
,
:
. 

]
,
?
:
-
:
-
,
'
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-
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へ

パ

：

-
o
.
-
:
r 

C

ノ
：-ン
.

/

'
:•
:
.
'
,
'
.

V V 5SS科?

..：；!.•
':1' 
'r5f :

-![( 

>1-

阀

吐
•!
?
地

方

？
、
間
題

五
八

Q
M
I
O

)
は

平
I

的

な

移

民

勞

働

猛
#'
し
、
從
つ
.て
其
の
人
口
構
成
も
狹
し
て
ぎ
定
的
形
態
を
と
り
得
ぬ

も
の
で
あ
る
と
共
に
.
外

囊

ド

は
土
地
所
有
權

I

い
て
も
土
養

f

打
破
し

5

歐
的
走
法
律
の
施
行

I

制
し
て
ゐ
る
。
然

t

此
の
時
代

H

I
て
は
、

.1

般
證
物
貨
も
外
部
か
ら
補
給
せ
ら
れ
、
布

I

甘
饔
培
と
云
ふ
純
粹

m

農

f

偏
し
.て
ゐ
.た
の
で

I

。
之
れ
は
典

塑
的
な
植
民
地
經
濟
で
あ
今
勿
論
、
此
：の
時
代
に
先
.

達

的

I

民
者
が
來
住
I
た
頃
、
即
ち
一
八
五
〇
年
以
前
に
あ
つ
て

，は

必

ず

し

I

P
栽
培
の
計
畫
が
目
前
に
あ
つ

^'
譯
で
は
無
か
つ
た
。
其
ひ
時
代
の
.特
徵
と
，し
て
は
農
業
資
本
の
下
に
多

¥1
多
様 

の
作
物
の
栽
培
が
目
標
と
せ

■ち
れ
’た
。

/ 

.

.『

初
期

.
Q

S在
住

露

、
1
に
眞
冒
で
あ
つ
た
が
同
時
に
極
め
；

純
I

望
を
以
？

、
此
の
島
が
農
民
國
と
し
て
發
展
ず

る
、
つ
ま
り
責
が
自
分
の
葡
萄
樹

i

花

课

樹

宇

で

無

事

平

穏

.に

我

が

家

の

清

を

暮

し

て

行

く

事
の
出
来
る
f

經
濟
ヒ
最
大
. 

の
發
展
を
な
さ
し
め

る
事
を
夢
見
て

ゐ
た
9』 

- 

■

世
报
經
1
の
要
求
は

■

を
し

•てS

く
の
如
き
小
作
農
の
樂
天
地
で

t

事
を
許
さ
な
か
つ
た
。
栽
に
ブ
ラ
ン
テ
ィ
シ*

ン
と
共
に
'

移

霖

る

S

あ
る
£
1
:
1

楚

淳

る

S

歪

為

」

て

技

、
雙

蓮

の

歡

迎

が
.其
の

g

f
な
つ
た
。

一
方
大
|

墓
民
獎
勵
矣
に
他
方
で
は

_

に
於
け
勢
酷
な
取
締
、

亡

磊

畜

蟹

の

警
 

戒
4
は
い
つ
れ
も
.
の̂
時
期
の
特
微
で
あ
る
。

一

八
六
〇
年
頃
の
ブ
ラ
ン

.テ
ィ
シ* 
•ン
の
關

係

賓

ら
が
其
ル
當
時
の
努
勸
妞
織
を
以 

て
！T

I

Q

I建
て
ら
れ
、
腕
力
に
ょ
つ
て
支
持
さ
れ
苎
つ
の
奴
覉
度Q
雷

温

ぎ

な

5
』

と

b
.
v
t
.

。『

ク
1
”
が

馨

' 

す

る

と

霄S

裳

に

人

れ

，
ら

れ
> 
彼
等
を
所
望
す
る
人

5

そ
、

S

人
物
繁
を
や
り
、
骨
紐
や
齒Q

ょ
し
お
し
、
肺

靈

父

小

等

•

を

調

べ

るO.

ク

の
方
で
自
分
の
主
人
を
選
ぶ
事
に
出
來

‘な
い
'。
主
人
は
，ク
i

l
達
を
他
人

&

渡
し
て
择
支
な
い
。
何
故
か 

と1K

へ
f
契
約
の
讓
波
と
は
脱
り
も
直
ぎ
ず
人
阢
の
翫
渡
で
あ
ク
た
か
ら
。』

是
等
は
正
し
く
プ
ラ
ン
テ
イ
シ
«
ン
の
ー
つ
の
型
で
あ

.
o 

‘

.
'
.
.

ぶ

ぐ

'

.

.

.:

:

:

.

.
.

:

4 

.

.

. 

'
 

• 

■

,

:•
:
' 

:

;

■

.

•併
し
此
■の
變
動
的
な
段
階
を
經
過
し
て
第
三
期
の
安
定
化
の
時
期
,^
移
つ
：
て
行
く
諸
現
象
が
坐
れ
つ
ゝ
あ
る
。
先
、'つ
第
一
に
栽
雲 

♦

の
性
質
で
t

o
プ
ラ
ン
テ
.
.イ
シ
*
ン
資
本
は
一
八
六
七
年
に
、は
二
百
萬
f

'推
察
さ
'れ
一
.八
八
o
部
頃
に
は
九
百
萬
辨(
内
三
分 

•の
，ニ
が
米
國
資
本〕

同
九
ニ
年
に
は
三
千
ニ
拓
萬
邮
で
此
の
內
、
米
國
系
資
本
は
七
四
多
の
ニ
千
五
否
萬
佛
に
上
り
、
ほ
國
系
資
本
は 

穴
I

抓
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
' ニ
十
世
紀
5
當
初
に
は
八
千
兄
百
氣
郎
の
投
贫
額
と
推
贫
さ
れ
.た
。
之
れ
が
一
九」

一
九
蓄
で
の
增
加

へ
ピ
®
る
ど

-*
：
:
■
手

萬

繁

_

.
■
輪

顏

：_

辦

藤

替

:
§
卜
る
が
故
に
、
此
の
请
加
分
は
主
と
し
て
地
内
當
業
衮
の
‘餘
剩
蓄
稹
の
苒
投
資
に
ょ
る
’も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

-'
o
ま
A
資
本
的
に
.

•.
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.
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•

 
•
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•
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•

 
-
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*

.

•

一，
-

.

.

'

.

"

*

.

、
.

.

.

.

.

 

. 

>■

 
+

; 

-
.
.
.
.

-
見

て:'
-甘
^ :
は
*;
早

_

來

貧^'
が
^
敷

を
_

る̂
'̂
到

<>
-
粑

許

グ

で^;
く
逆
に
海
外
投
資
の
，必
'粟
^

•
動̂

.に
就
い

.て
%
同
棒
で

^
る
>
ブ
ラ
ン
テ
イ
シ

W
シ
に
必

.要
と
す
る
勞
働
め
が

.主
と
し
て
移
民
努
衝
に
ょ
つ
て
充
足
せ
ら
れ
つ

i 

あ
る一

方
、
资
住
勞
働
者
の
第
二
世
勞
働
力
が
出
現
し
嗽
じ
め
つ
：、
あ
り
、.殊
に
ブ
ラ
ン
テ
イ
シ

*

ン
開
發
の
•限
界
に
漸
く
近
づ
き
つ 

、
.あ
るk

到
る
や
、

•海
外
勞
働
に
對

.す
る
需
毁
ル
緊
迪
で
な
く
ゼ
つ
，た
。
此
の
傾
向
は
一
九
ニ
六
年
以
來
見
受
け
ら
れ
た
が
*

一
 
火
三 

は
全
4
ハ
の
.必
要
を
.見
^
^

必
要
を
痛
感
せ
ら
れ
る
に
到
づ
た
。
.I,

九
.

I

ー
卧
I
三
四
年
の
十
^.
.̂
に
東
洋
か
ら
布
哇
に
、.
布
桂
か
ら
本
國
，f
と
移
别
し
た
茗
數
を

'

剷
土v

地
方
の
問
題 

•

,

五
九
.

(

三
ニ
ー〕

え̂
”
片
，.韶
爷
？
，vv>
、3
.
?
^
.
>

'.
.
'
:
;
,
v
-

い^

r

,

ぐ
-

.

i
,
し
'
-
-.
.
.

'ド

i/,

't
■ま
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■:：i^：*
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六 

o

a

rrr
j
.

)
比
較
す
る
と
支
那
人
及
び
支
那
系
の
带
民
で
は
九
一一

人
が
、
•日
本
人
及
び
日
系
市
民
で
は
四
一一

三
人
が
差
引
に
し
て
布
味
か
ら
沐 

,
想

移

つ

た

蕾

な

？

ゐ
る
。
つ

ま

盆

S

で

も

嚣H

對
し
て
も
開
放
資
源
か
ら
閉
.

_
源
と
へ
の
馨
が

I

。

之
れ
と
同
時
に
勞
嫩
姐
織
の
金
般
に
つ
，い
て
强
制
勞
働
ょ
ぶ
自
由
勞
働
へ
の
鳎
馨
が
行
は
れ
、
勞
働
關
係
法
規

.‘蕭

が

あ
る
と 

共
に
一
般
的
に
生
®
文
化
の
向
上
を
可
能
f

し
み
て
•ゐ
る
。
入
口
構
成
は
漸
く
正
謹
に
近
づ
き
つ
、
f

、
他
方
、
同
岛
S

於 

け
_る
職
業
^
成
の
複
辦
化
と
併
せ
て
-%
方
經
濟
及
び
社
會
の
霞
化
へq

傾
向
が
漸
く
濃
厚
に
な
つ
て
來
た
。職
業
構
成
か
ら
見
‘る
と
、 

農
業
そ
れ
自

^
に
於(

い
て
冬
呀
蔗
栽
培
か
布
唾
-農
業
の
大
宗
で
あ
る
と
ー
其
ふ
事
實
ば
不
剛
と
し
て
も
、
近
來
、
栽
培
農
業
か
ら
多
角
勺 

自
給
農
業
へ
•の
推
移
が
行
は
れ
つ
、
あ

る

蓄

M
見
逃
し
得
な
い
。『

野
菜
、染
實
、
捧
乳
製
酪
等
の
多
肉
•的
な

塵

鍵

作

物

を

.
殊 

に
ホ
ノ
ル
ル
附
近
で
耕
作
ナ
量
い
ふ
方
时
へ
の
推
移
は
土
地
使
用
方
法
の
厂
循
環
の
完
成
，
即
ち
土
民
的
生

I

物
か
ら
各
種
の
植 

民
地
*

m

商
。
a
へ
' M
に
一
冉
び
地
方
的
生
活
作
物
へ
と
移
つ
*

一
 
循
環
の
完
成
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
商
業
作
物
の
限
界
耕
地
を
轉
じ

て

、 

今
迄
部
々
輸

A
さ
れ
て
ゐ
た
野
菜
、
果
實
、
製
酷
、
家
禽
作
物
等
の
五
百
萬
弗
乃
至
は

/>
く
と
.も
其
の
一
部
八
刀
に
も
當
る
可

き

も
の
、 

耕
作
に
振
り
：

H
：

け
ょ

i

す
る
可
能
性
が
、
今
日
で
.は
布
證
於
け
る
各
機
關Q

肩
到
な

.

Sを
f

つ

、
あ
る
'。』

農
業
以
外
の
人
口
が
增
加
す
る
事
も
當
然
で
あ
？

殊
に
尊
民
の
間
に
あ
？

農
場
以
外
の
篇
又
は
商
寶
に
從
学
る
者
が
漸
次 

增
加
し
て
來
て
ゐ
る
ノ
例
へ
ば
日
本
人
の
場
合
を
見
を
に
砂
糖
栽
培
業
に
於
け
る
就
業
率
は
指
數
I

す
と
一
八
九
〇
年
の
’ニ
§

か 

ら
ー
ジ
三
〇
年
で
は

/五
に
低
落
し
同

'1
^
<'
農
場
監

-#
の
任
に
あ
る
者
は|
九
〇
ニ
-年
の
ニ j

•
ハ
か
ら
三
〇
年
のj

『

九
*
四
に
曾 

加
し
、
日
本
人
小
賣
_

の
指
數
は
1A
九
〇
.’の
八
か
ら
三
〇
年Q

1
7\
〇
に
及
習
由
業
背
は
同
年
代
に
就
い

2

パ
ら
八

p
y

I

I

ま
で
增
卯
し
て
■ゐ
^
0 

- 

A
, 

A
® 

 ̂

T

三
^
を
s

^
rt
:
ゐ
た
不
熟
練

-^
び

»
場

.#
働
者
は
ニ
九
ー
ー
1〇
年
に
は
五 

^
丨
ニ
炻
と
嘈
、、レ
、
反
之
、
家
庭
使
用
.人
は
ニ 

•五
よ

.り
七

•ゼ
^
に
增
加
わ
、
書
記
的
勞
務

‘に
屬
オ
る
背
が
三

»
ハ
'^
よ
り
七
*
ニ
^
に
、 

農

^
が一

•九
.
よ̂
り
三

•ニ
^
、
熟
練

•半
熟
練
勞
働
者
が
一1

*

四

か

ら1

六
•三
^
に
增
加
し
て
ゐ
る
。

,
斯
く
の
如
き
段
階
は
旣
に

6
安
定
期
た
る
氣
三
期
に
布
哇
經
濟
が
膨
く
人

,^
つ

;̂
ぁ

る

事

.1
思
味
す
る
も
の
ぺ
•純
粹
な
植
民
地
文 

化
か
ら

}
つ
の
文
.明
的
成
熟
期
に
近
づ
き
つ
、
ぁ
る
_事
'̂

示
す

0『

布
哇
の
亂
拓
期
甘
終
つ
た

0
人
口
增
加
、
土
地
利
用
、
廣
本
發
働
投 

下

.の
擴
大
の
说
點
は
過
ぎ
た
や
ぅ
に
見
え
る
。
布
哇
群
島
は
一
づ
の

_
免
期
に
入
り
つ

i
ぶ
る
。
故
に
瞵
存
の
資
源
及
び
機
會
の
領
域 

は
愼
重
な
計
畫
に
栽

v>
て
發
展
せ
し
.め
ら
る
可
き
.で
念
ら
ぅ
。
本
島
の
資
源
の
開
發
、に
つ
い
て
は
前
よ
h
も

一

層
‘の
、
併
し
一
段
と
健 

實
念
開
發
が
將
來
に
豫
期
さ
れ
よ
ぅ
。
公
私
の
歡
關
が"

本
島
の
生
活
が
課
す
る
不
可
避
の
諸
費
用
と
併
せ
て
.諸
询
限
に
就
い
て
痛
匂 

.に
氣
が
つ
い
て
來
た
。
故
に
新
し
い
坐
活
の
綱
領
と
計
畫
と
を
作
成
夂
之
れ
に
-照
ら
し
て
事
物
の
相
對
別
價
値
を
發
見
し
よ
ぅ
と
す 

石
爲
め
に
眞
擧
な
努
力
が
行
は
れ
つ

S
ぁ
る
。i

つ
ま
り
^.
唾
|社
會
の
安
定
化
の
問
題
と
共
に
其
の
文

»;
問
辟
が
既
に
取
り
上
け
ら
れ
'つ 

>
あ
る

■の
で
あ
る

。

-
:
. 

.
; 

; 

-
' 

. 

/

.斯
く
の
如
く
し
て
レ
_づ
れ

，の

場

合
.に
於
い
’て
^
服
方
及
び
地
方
經
濟
の
體
樣
は
金
體
の
嘱
齋
機
鞲
に
連
れ
て
變
化
し
て
來
て
ゐ
る
。 

先
づ
第
一
に
全
體
的

t
編
成
：の
無
い
所
に「

地
方
し
な
.る
も

の

、は

無

：

>
主

_
:て
；差
支
な
い

:\
0

^
^

嗤
、
或
ひ
は
ァ
メ
リ
ヵ
ィ
ン

_デ
-ィ
ア
シ
と
邊
張
的
接
觸
'̂
保
つ
た
開
拓
肖
人
の
場
合
の
如
き
が
ぞ
，れ
で
ぁ
る
。
反
之
、
ブ
ラ
、
ン
テ
ィ
シ 

親
土
；

方

-<
?
?問

題

A 

•
い
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"

餌
士
》
地
方
の
間
妞
.パ

\

: 

• 

六

二

-Q
1
I
S

)
ン
時
代
f
布
哇
及
び
ィ
シ
ラ
ゾ
J

 H

ム
、バ
ィ
ァ
地
方
は
立
派
に
佥
經
濟
の
內
に
編
入
さ
れ
て
了
つ
て
ゐ
る
が
、
.唯
此
の
時
代 

.に
ぁ
つ
て
は
依
然
と
し
て
植
民
地
的
取
扱
ひ
を
受

H-
'
'v
地
方
經
濟
の
體
檬
も
亦
、
そ
れ
以
上
に
邳
て
ゐ
な
い
。
外
I
.本
‘
外
來
勞
働 

は
勿
論
の
事
、
、其
れ
ょ
り
坐
ず
る
利
益
や
餘

_
が
土
地
に
必
ず
し
も
蓄
镇
さ
れ
な
い
で——

土
地
の
文
化
*
生
活
的
方
面
の
厚
生
に
利 

用
さ
れ
な
い
で
、
本
國
忆
吸
引
さ
れ
て
了
ふ
。
勞
働
に
し
て
も
定
着
し
な
い
で
所
謂
出
稼
勞
働
の
段
階
を
脫
し
て
ゐ
な
い
。
所
が
此
の
：，
 

狀
態
を
轉
じ
て
次
の
時
期
に
及
ぶ
と
地
方
經
濟
と
し
て 
一■つ
の
、
小
規
模
乍
ら
完
備
し
た
形
態
に
整
頓
す
る
傾
向
が
坐
じ
て
來
る
。
上 

述
の
引
用
で
は
屢
々
泚
方
經
濟
又
は
文
化
の
成
熟
と
云
ふ

.言
葉
を
以
つ
亡
表
現
し
て
ゐ
る
が
、
植
民
地
緻
濟
か
ら
脫
却
し
て
來
て
、一 

種
の
經
濟

•文
化
の
自
立
性
を
持
つ
•に
到
る
の
で
ぁ
る
。
今
日
所
謂
、
地
方
主

8
又
は
#
方
論
と
云
ふ
の
は

1?
:
さ
に
此
の
時
代
に(

少 

く
と
も
此
.の
時
代
の
初
期
に)

該
當
す
る
も
，の
で
耖
ら
ぅ
。

‘ 

•

斯
く
の
如
き
事
情
は
咬
通
組
織
、
政
治
終
織
又
は
市
場
、
エ
場
の
、組
織
，に
も
其
の
表
現
を
持
つ
で
ぁ
ら
ぅ
が

*
Mに
明
嫌
な
標
識
と 

'し
て
一
國
の
都
市
分
布
の
體
樣
を
以
つ
て
之
れ
を
說
明
す
る
事
が
出
来
る
と
思
ふ
。
此
の
問
題
，は
旣
に
阼
年
開
.か
れ

た

第

七

囘

.全

國

都
 

市
問
題

#
議
へ
の
硏
究
報
吿
と
し

’て
發
表
し
た
も
の
が
あ
る
の
‘で
致
で
詳
し
く
論
ず
る
必
泰
も
な
い
と
思
ふ
が
ハ
笫
七
同
總
會
文
献
命 

,究
報
吿『

木
邦
都
市

1

の
動
向
と
‘其
の
諸
問
題』

拙
稿「

本

邦
都
市f
達
の
傾
向
と
都
市
镅

系

ゅ整
備_

參
照)

1
の
^
論
ま

け? :

表
ふ 

な
ら
ば
、
本
邦
都
市
の
規
糗
及
び
其
の
分
布
に
就
い
で
見
る
と
明
治
初
腓
又
ば
中
期
の
そ
れ
が
、
可
な
り
金
國
に
苴
り
均
衡
的
に
分
散 

せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
た
に
鉢
し
大
正
中
期
の
事
情
は
中
央
集
中
の
最

.も
著
し
い
狀
態
を
•赤
し
て
か

■る
。
此
の
趨
勢
は
依
然
引
き
：つ
^
い
.て 

，は

ゐ

る

も

の

、

\

現
代

^-
於

ぃ

、
て

は

所
||
;
、
‘大
都
市
を
中
心
と
し
て
の
都
如
群
を
發
坐
せ
し
め
て
ゐ
る
點
で

.大
5£
.年
代

の

.
情

勢

と

異

な

る
と
共
に
、
之
れ
が
：臾
.に
昨
今
盛
ん
に
主
張
さ
れ
て
ゐ
る
大
都
帘
蒸
、
地
方
都
市
振
興
と
い
•ふ
課
題
に
結
ん
で
將
來
の
傾
向
*に
つ
い 

て
或
名
方
向
•を
指
示
し
て
ゐ
る
。 

.

.

• 

- . 

. 

.
•

或
ひ
は
又
、
各
地
方
事
惝
、
地
方
經
濟
の
編
成
過
程
の
推
移
を
窺
ふ
と
す
れ
ば
地

.方
都
市
の
興
亡
を
見
る
の
が
最
も
齓
切
で
あ
る

"

例
へ
ば
北
海
道
都
市
に
就
い
て
云
へ
ば
、
全
體
と
し
て
觀
察
す
る
場
合

>
.札
幌

•小
f
凾
舘
の
榇
な
都
市
で
：は
明
治
|
大

拡

期

に

於

.い

......... 

，
 

•
 

• ■.

.
て

最

も

發

達

が

著

し

く

大

正

I

昭
和
期
に
か
け
て
は
寧

'ろ
發
達
が
低
調
で
あ
る
。
此
の
事
は
北
海
道
經
濟
の
發
勝
が
前
期
に
著
し
か
つ

. 

た
事
を
示
す
も
の
で
あ

•つ
て
九
州
の
諸
都
市
；̂

の
後
期
に
於
い
て
著
し

>
發
達
振
り
を
示
し
て
ゐ
る
の
と
好
個
の
對
照
を
爲
す
。
殊 

に
北
添
道
都
市

•の
各
齒
に
つ
い
て1K

へ
ば
凾
顧
の
先
進
性
に
對
し
て
札
幌
が
氟
進
的
乍
ら
-
北
海
道
經
濟
の
發
展
と
共
に
中
央
都
市
と 

し
て
の
威
容
を
占
め
る
に
到
つ
た
堅
實
振
り
が
最
も
明
瞭
に
現
は
れ
て
ゐ
る
。
明
治
四
十

.

「

年
か
ら
大

JE
九
年r

同
九
年
か
ら
同
一
四 

年
、
伺
一
四
年
か
ら
暇
和
五
年
、
同
五
年
か
ら
一
〇
年
に
到
る
四
期
に
つ
い
て
各
個
の
人
口
發
達
率
を
見
る

.と
、

.

‘ 

. 

ニ

：期 

ニ 

期
，
ニ

ー

一

，
期
四
期

：

て

：

:ハ 

h
 へ
;.
:
.
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^

札

，-

幌

.

八

六

•
叽 

四

1
1.
0

’
 

.
j

六

•
七

.

1

ニ
-
八 

.
：

•
；

凾

'

.

館 

六

四

•
七 

ー
三
*
ニ 

ニ 
9

三 

山
へ
•
三

■

:

:

■

/
 

:

小
樽

 

一
八
•
四 

、一
®
,
四 

セ

♦
セ
、
■

.
六
丨
0

.

:

、

V 
-
 

...

. 

.  

'
.

■

卜
-—  .、.：.

■■. 

, ---- ... ,
 

. 

.  

.

の
；如

?<
^
地
交
通
.の
闕
門
と
：し
て
0
:凾
館

の

.地

位
^
北
海
道
經
濟
の
中
心
と
し
て
の
札
桃
の
地
位
と
が
年
代
的
に
も
1:
-
も
.良
く
示
さ

れ 

て
ゐ
る
。
诹
和
十
五
年
w
數
字
を
對
照
す
れ
•は
.日
本
經
濟
そ
の
も
の
、
變
化
、
ゼ
に
•對
應
す
る
地
方
歡
濟
の
編
成
替
等
が
一
脣
明
か
に 

,

國
十

-V
地

方

の

煨

V 

. 

■ 

く
 

-
:

六

三

-

S

S)



« 

a m

I
_

I

a

i l

4
货j

響

及

、，く ;， ，

P

i

s

J L » .

四

an 
二 
六)

な
る
雄
•と
思
ふ
0.
之
れ
廣
し
き
數
字
れ
發
表
を
多
大
の
期
待
を
以
グ
て
待
望
す
る
恥
以
で
ぁ
る
。
、

以
.上
を
以
っ
て
本
稿
を
終
ら
ぅ
と
思
ふ
？
盡
さ
泛
る
，所
、
'頗
る
多
い
樣

.で
ぁ
る
が
、
云
は
ん
と
す
‘る
趣
旨
は

一

應
明
か
に
な
つ
^
と

t:
fe
^

^

g

_zh
計

蕾
論
顏
彻
免

:̂
が
^
徽
■
あ

，
の

時

代

的̂
會
吸
意
義
を
深

^
究
め

^
け
^ -
ぽ

激

ら

か

友

 

1 

問
題
と
す

.る
場
合

’
遠
隔
の
外
地
を「

地
方
化」

す
る
に
當
つ
て
心
得
ね
ば
な
ら
奴
條
々
は
直
接
間
接
、
本
稿
の
内
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
と 

虱
ふ
。
國
土

If
畫
は(

内
外
い
づ
れ
に
，せ
よ〕

經
濟

•文
化
の
問
題
で
ぁ
る
と
.同
塒
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